
昭和 35年 4月 9日第三種郵便物認可　ISSN 0386 − 1538
平成 26年 12月末日発行（隔月 1回 20日発行）第 633号

冷凍空調は、私たちのくらしのあらゆるところで活躍しています。

■ 地下鉄 東京メトロ日比谷線〔神谷町駅〕より　徒歩約7分
 都営三田線〔御成門駅〕より　徒歩約10分
 都営浅草線〔大門駅〕より　徒歩約12分
 大江戸線赤羽橋駅より　徒歩約10分

■ JR線 〔浜松町駅〕より徒歩約15分

■ バス 〔浜松町～東京タワー〕路線
 〔渋谷～東京タワー〕路線    東京タワー前下車すぐ

〒105-0011  東京都港区芝公園3丁目5番8号  機械振興会館201   TEL :03-3432-1671    FAX :03-3438-0308

至 六本木
for Roppongi

至 麻布十番
for Azabujuban

至 霞ヶ関
for Kasumigaseki

至 内幸町
for Uchisaiwaicho

至 新橋
for Shinbashi

至 品川
for Shinagawa

至 三田
for Mita

世界貿易
センタービル

World Trade 
Center

増上寺
Zojoji Temple

NOAビル
NOA Bldg.

東京タワー
Tokyo Tower

地下鉄 都営三田線
Mita Subway Line

JR
浜

松
町

JR
 H

am
am

at
su

ch
o 

St
.

地下鉄 御成門
Subway Onarimon St.

地下鉄 都営大江戸線
Oedo Subway Line

地下鉄 赤羽橋
Subway
Akabanebashi St.

地
下

鉄
 日

比
谷

線
Hi

bi
ya

 S
ub

w
ay

 L
in

e

地下鉄 神谷町
Subway Kamiyacho St.

地
下

鉄
 都

営
浅

草
線

As
ak

us
a 

Li
ne

地下鉄 大門
Subway Daimon St.

機械振興会館
Kikai Shinko Bldg

東京プリンス
ホテル
Tokyo Prince 
Hotel

オランダ大使館
Netherlands 
Embassy

霊友会
Rei Yu Kai

至 新橋　東京
for Shinbashi  Tokyo

約500m

一般社団法人 日本冷凍空調工業会  The Japan Refrigeration and Air Conditioning  Industory Assosiatoion

▶http://www.jraia.or.jp

'14｜12

N0. 633



直接目にすることはできなくても
確かに示す存在感

新鮮な商品をお届けしようとする心。その理念は、私たちのあらゆる製品、そして私たち社員の胸に強く
刻まれており、広範な製品ラインナップ、世界をリードする高いクオリティ、そして卓越したサービスにも
映し出されています。BITZERは、単なるコンプレッサー以上のものを確実にお届けします。また、BITZER自身、
そしてBITZERの製品が信頼に足る存在であることをお約束いたします。食品の冷凍、オフィスの空調、
血 漿 の冷凍、生 産 設 備 の 温 度 制 御 など、B I T ZER はあらゆる冷凍・空 調アプリケーションで 最 適な
ソリューションをご提供いたします。当社の製品の詳細については以下のHPをご覧ください。www.bitzer.jp

 産業用、冷蔵冷凍空調用圧縮機 
 コンデンシングユニット、圧力容器 
 自然冷媒ユニット開発製造

株式会社ビッツァー・ジャパン
〒560-0082 // 大阪府豊中市新千里東町1-4-2

千里ライフサイエンスセンタービル14F

Tel 06-6873-8555 // Fax 06-6873-8556 TEL. 03-5760-7011



N0. 633  '14｜12
Contents
工業会レポート１

環境と新冷媒 国際シンポジウム2014

～冷凍空調機器の環境・新冷媒・省エネに対応し 
21世紀をリードする最新テクノロジー～................................4

工業会レポート２
ICARHMA、ドイツのベルリンで開催

― ICARHMA 報告................................................................................. 10

工業会レポート３
ルームエアコン 新性能試験設備RAC4見学会

― 次世代高精度試験設備の公開................................................... 15

工業会レポート４
「第５回 エアコン暖房川柳」結果発表!!

― 応募総数3,876句の中から入賞作品が決定.......................... 20

海外駐在記
海外駐在記・マレーシア編............................................................. 21

VOICE特別編
検定制度の進化と深耕（34年の歩み）

元東芝キヤリア株式会社　神山和明 氏..................................... 26

新会員紹介
海立ハイテックジャパン株式会社 （賛助会員）........................ 31

トピックス
チルベンタ 2014　参加報告

― HVAC&Rと神戸シンポをPR.................................................... 32

海外短信.....................................................................................................34

海外短信クローズアップ
米国冷凍空調産業界と政府がHFC削減で行動.......................... 36

データファイル１
2014年７～９月期の冷凍空調機器実績［工業会調査］.......... 37

データファイル２
冷凍空調機器実績................................................................................ 38

工業会からのお知らせ
平成27年度講演会２を２月に開催............................................... 40

会議室
10月・11月の会議............................................................................... 41



冷凍と空調　2014 / 124

はじめに

　通算 11 回目となる工業会主催の国際シンポジウム（通
称：神戸シンポジウム）「環境と新冷媒 国際シンポジウ
ム 2014」を 2014 年 11 月 20 日～ 21 日に神戸国際会議
場で開催した。1994 年 12 月、第１回神戸シンポを開催
して以来 20 年、神戸市で継続して開催している。
　1994 年は冷媒転換の過渡期であり、HCFC 系冷媒か
らどのような冷媒へ転換するかを世界中で議論してお
り、その成果の発表の場として神戸シンポジウムを開催
することとなった。以来、20 年間の時が流れ、再び冷
媒転換の過渡期を迎え、現在の検討の状況報告を中心と
したシンポジウムとなった。
　では、第 11 回神戸シンポの概要を紹介する。

第 11回神戸シンポの概要

１日目（2014 年 11 月 20 日）

開会～基調講演
　快晴に恵まれ、初日がスタートした。
　受付は、当日登録が従来から増加し、一部手続きが遅
れたが、９時から予定通りの開始となった。
　初めに本郷会長が主催者からのごあいさつを行い（写
真２）、続いて神戸市長 久元喜造様から来賓のあいさつを
いただいた（写真３）。久元市長は、前回の神戸シンポジ
ウムの時も前職の神戸市副市長としてごあいさついただ
き、今回で２回目となった。
　基調講演１は、経済産業省 製造産業局 化学物質管理
課 オゾン層保護等推進室 大木雅文室長より、「HFCs の
管理及び代替冷媒推進における日本の新たな政策措置と

金融支援」と題する講演であった（写真４）。フロン対策
の短～長期的施策について、フロン排出抑制法の概要か
ら金融支援までの考えが示された（図１）。

環境と新冷媒 
国際シンポジウム 2014
～冷凍空調機器の環境・新冷媒・省エネに
　対応し 21 世紀をリードする最新テクノロジー～

写真１　神戸シンポジウム　ホワイエ

写真２　本郷会長
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写真３　久元市長

写真４　大木室長

写真５　ライナー・ヤコブス工学博士

図１　大木室長プレゼン資料より

図２　ライナー・ヤコブス工学博士プレゼン資料より

　基調講演２は、ライナー・ヤコブス工学博士（写真５）
より、「Recent Technologies and Developments in European 
Heat Pumps」というタイトルで、欧州におけるヒートポ
ンプ技術の状況に関する講演が行われた（図２）。ヤコ
ブス工学博士は、Information centre on Heat Pumps and 
Refrigeration に所属しており、欧州最大の冷凍空調トレー
ドショーであるチルベンタ（Chillventa）のブレーンとして
活躍されている。

セッション１：環境
①日本エネルギー経済研究所の工藤拓毅氏から、アジ

アにおける空調機器の基準／ラベリング制度構築支
援事業の概要について講演いただいた。
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②環境とエネルギーに関する欧州協会（EPEE）のア
ンドレア・フォイト事務局長（写真６）より欧州新
F ガス規則への対応について、講演が行われた。

③中国制冷空調工業協会（CRAA）からは、中国業界
における次期冷媒選択に関する講演が行われた。

セッション２：省エネルギー（1）
　鷲見昌栄氏（アサダ株式会社）、松下元士氏（シャー
プ株式会社）、竹内伸介氏（株式会社デンソー）、宮城孝
輔氏（サンデン株式会社）、井上貴至氏（パナソニック株
式会社）から各社での最新省エネ技術の紹介が行われた

セッション３：微燃性冷媒の安全性（1）
　前回の神戸シンポジウムに引き続き、微燃性冷媒の安
全性評価に関する最新の検討状況について報告が行われ
た。本セッションは、公益社団法人日本冷凍空調学会の
微燃性冷媒リスク評価研究会とのコラボレーションセッ
ションであり、東京大学・諏訪東京理科大学・独立行政
法人産業技術総合研究所（AIST）からの研究状況報告
が行われた（写真７）。

①公益社団法人日本冷凍空調学会の微燃性冷媒リスク
評価研究会委員長の飛原英治氏（東京大学）から、
微燃性冷媒リスク評価研究会におけるプロジェクト
の状況報告が行われた（写真８）。

②今村友彦氏（諏訪東京理科大学 ）、滝澤賢二氏 
（AIST）、佐分利禎氏（AIST）、東朋寛氏（東京大学）
より、最新の研究状況に関する講演が行われた。

セッション４：圧縮機・潤滑油（1）
　佐藤創氏（三菱重工業株式会社）、伊藤安孝氏（株式会
社東芝）、長岡文一氏（三菱電機株式会社）、今野聡一郎氏（JX

写真７　微燃性冷媒の安全性セッション（1）

写真８　飛原委員長 写真９　レセプション

写真６　アンドレア・フォイト事務局長
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真 13）が行った。

２日目（2014 年 11 月 21 日）

　予定通り、９時からセッションをスタートした。

セッション５：省エネルギー（2）
　三井文彦氏（株式会社 FUSO）、安東丈晴氏（ダイキン
工業株式会社）、コンスタンティノス・コントマリス氏

（デュポンケミカル・アンド・フルオロプロダクツ）、酒
井寿成氏（大阪ガス株式会社）、中田達也氏（株式会社
NTT ファシリティーズ）から各社での最新省エネ技術
の紹介を行った。
　
セッション６：圧縮機・潤滑油（2）
 坪野勇氏（株式会社日立製作所）、作田淳氏（パナソニッ
ク株式会社）、田中勝氏（ダイキン工業株式会社）、松本
知也氏（出光興産株式会社）より、最新の研究状況に関
する講演が行われた。
 
セッション７：微燃性冷媒の安全性（2）
 セッション７は工業会での微燃性冷媒使用機器ごとで
の評価の状況を中心としたものとなった。質疑応答では、
聴講者から多数の質問が出された（写真 14）。

①工業会での製品別評価や安全対策に関して、ミニス
プリットエアコンを平良繁治氏（ダイキン工業株式
会社）と渡部岳志氏（パナソニック株式会社）、ビ
ル用マルチエアコンを矢嶋龍三郎氏（ダイキン工業
株式会社）、チラーを上田憲治氏（三菱重工業株式
会社）に講演いただいた。

②米国における大型チラーの評価に関して、ウィリア

日鉱日石エネルギー株式会社）、斉藤玲氏（日本サン石油株
式会社）より、最新の研究状況に関する講演が行われた。

レセプション
　18 時 50 分より、ポートピアホテル偕楽の間にてレセプ
ション（写真９）を開催した。

　岡田専務理事（写真
10）より歓迎のあいさ
つ、酒井政策審議会長

（写真 11）が乾杯の発
声を行い、レセプション
がスタートした。参加者
は、リラックスした雰囲
気で懇親を深めた（写
真 12）。中締めのあいさ
つは、神戸シンポ運営委
員会の観音委員長（三
菱重工業株式会社）（写

写真 10　岡田専務理事 写真 11　酒井政策審議会長

写真 12　レセプションの雰囲気

写真 13	 観音委員長

写真 14　質疑応答
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ム（ビル）・ウォルター氏（キヤリア・コーポレーショ
ン）に講演いただいた。

③ ISO や IEC での冷媒に関する議論の状況について、
片岡修身氏（ダイキン工業株式会社）より講演いた
だいた。

セッション 8：新冷媒
①小山繁氏（九州大学）より、新冷媒に関する研究状

況の講演が行われた。
②馬場敦史氏（東芝キヤリア株式会社）から、新冷媒

の実用評価に関する講演が行われた。
③王旭東氏（AHRI：米国冷凍空調暖房工業会）（写真

15）から、AHRI における低 GWP AREP フェーズ
１及びおよびフェーズ2の評価状況報告が行われた。

④マーク・Ｗ・スパッツ 氏（ハネウェル）、コンスタンティ
ノス・コントマリス氏、福島正人氏（旭硝子株式会社）
から、新混合冷媒に関する講演が行われた。

ポスターセッション
　開催期間中、同会議場ポスターセッションルームにお
いて、17 件のポスターを展示した（写真 16）。

１	 微燃性冷媒および、混合冷媒の高純度再生と冷媒品
質の維持：アサダ株式会社

２	 空調機器分野における低 GWP 冷媒適用技術開発プ
ロジェクト：独立行政法人新エネルギー・産業技術
総合開発機構（NEDO）

３	 空調機器性能試験精度向上に関するアジア諸国への
技術支援：一般財団法人日本空調冷凍研究所

４	 熱源総合制御システム “エネコンダクタ”：三菱重
工業株式会社

５	 HFO-1234yf 用自動車向けＡ／Ｃツールの提案：デ
ンゲン株式会社

６	 ヒートポンプ式電動輸送用冷凍機：三菱重工業株式
会社　

７	 窒素精製気密試験遠隔管理システム：プロステップ
株式会社

８	 R410A 対応簡易フルオロカーボン再生装置：中京
フロン株式会社・プロステップ株式会社

９	 HFO 系冷媒の過熱蒸気における熱伝導率：佐賀大学
10	 フロン類の電子的管理手法と改正フロン法：一般財

団法人日本冷媒・環境保全機構 (JRECO）
11	 HFO1234yf 回収、充填工具の開発：タスコジャパ

ン株式会社
12	 ヒートポンプ給湯器用プレート式凝縮器の性能特

性：神戸大学・株式会社ノーリツ
13	 共沸混合冷媒 R32 ＋ R1270 の水平細管内の伝熱特

性：東京海洋大学・水産大学校
14	 R-245fa、R-1234ze(E) お よ び R-1234ze(Z) の 熱 力

学的性質：九州産業大学・いわき明星大学・佐賀大
学大学院・九州大学大学院

15	 低 GWP 冷媒を用いた高温水循環ヒートポンプの
開発：株式会社前川製作所・株式会社関西電力

16	 冷媒銅管用 ｢火無し継手｣ の紹介：東尾メック株式

写真 16　ポスターセッション写真 15　王旭東氏（AHRI）
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会社
17	 神戸シンポジウム 20 年の歩み：JRAIA 神戸シンポ

ジウム実行委員会
　
PR ブース

　次の特設ブースを、1 階ホワイエに設置した。
１．経済産業省ブース（フロン排出抑制法）（写真 17）
２．EPEE ブース（欧州 F ガス規則　Fact Sheet）（図４）
３．チルベンタ PR ブース
４．シェッコ・ジャパン（Shecco Japan）ブース
　
今回の来場者数（速報値）

合計：489 人（前回比 ＋６人）
　【内訳】
　国内参加者：418 人（前回比 ＋ 32 人）
　海外参加者： 71 人（前回比 － 16 人）
　【主な参加国（人数）】
　中国（21）、韓国（14）、アメリカ（９）、タイ（15）、ベルギー、
台湾など

　（報告：技術部　長谷川一広）

写真 17　経済産業省ブース

図４　EPEE 欧州 Fガス規則　Fact Sheet

中国
21 人

韓国
14 人米

９人

タイ
15 人

その他
12 人

国内参加者
418 人

海外参加者
71 人

合計
489 人

図３　参加者数
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ICARHMA、ドイツのベルリンで開催
―ICARHMA報告

　ICARHMA（The International Council of Air-
Conditioning, Refrigeration, and Heating Manufacturers 
Associations; 冷凍空調暖房工業会国際評議会（アイカ
ルマ））の定例会議が 10 月９～ 11 日にドイツのベルリ
ンで開催されました。その内容について報告します。

１．はじめに

　ICARHMA とは、すでにご承知の方も多いかと思うが、
世界各地域の冷凍空調メーカー団体（工業会）の集まり
で、具体的なメンバーは以下のとおりである。

国、地域 略称 日本語名称
ブラジル ABRAVA ブラジル冷凍換気工業会
米国 AHRI 米国冷凍空調暖房工業会
オーストラリア AREMA オーストラリア冷凍空調工業会
中国 CRAA 中国制冷空調工業協会
欧州 EPEE 環境とエネルギーに関する欧州協会

EUROVENT 欧州冷凍空調工業会
カナダ HRAI カナダ暖房冷凍空調工業会
日本 JRAIA 日本冷凍空調工業会
韓国 KRAIA 韓国冷凍空調工業会

　ICARHMA 会議は毎年、各団体の持ち回りで開催され、
昨年はブラジルのサンパウロにて開催されたが、今年は
ドイツのベルリンでの開催となった。全体の幹事役は米
国の AHRI が務めている。
　今回は、持ち回りの幹事役が EUROVENTということもあ
り、EUROVENT の年次総会とジョイントした形で開催され
た。従って、ICARHMA 会議自体の開催だけではなく、盛り
だくさんなイベントにも参加することになった。（詳細は後述）
　なお、前回で、EPEE が正会員として正式に認められ、
今回から、欧州からは２団体の参加ということになった。

２．今回の ICARHMA 会議の概略日程

第１日目（10 月９日）：エネルギー効率に関するパネル
ディスカッション
　元デンマークの環境大臣で現在、欧州委員会の気候
総局長であるコニー・ヘデゴー委員をメーンパネラーと
して招き、ICARHMA 各団体からの代表者をサブパネ
ラーとしてのディスカッションイベントを実施した。ま
た、具体的な内容として企業からの事例紹介もあった。
第２日目（10 月 10 日）：工業会の将来に関するグルー

プディスカッション
　ICARHMA 会議参加メンバーおよびホストである
EUROVENT メンバーが、１チーム６、７名でグルー
プを構成し、それぞれ異なったテーマ（いずれも工業
会の今後の課題について）議論した。
第３日目（10 月 11 日）：ICARHMA 本会議

　会議の主な構成は、各地域の工業会からの課題報告
（プレゼンは最優先課題のみ）と特別講演として、エ
ネルギーべンデ社（NGO 団体）のハンス・ジョセフ・
フェル氏（団体代表）による「リニューアブルエネル
ギーによる気候変動抑制とエネルギー保障」に関して
のプレゼンが行われた。

写真１　エネルギー効率に関するパネルディスカッション
　　　　　（中央で立っているのがコニー・ヘデゴー欧州委員）
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３．ICARHMA 会議

　各国報告内容（各地域とも３大課題の１番のみプレゼ
ン）は、以下のとおり。
(1)	 ABRAVA（ブラジル）
　　ABRAVA の３大課題は、

① HCFC および高 GWP-HFC 冷媒の次世代冷媒
　ブラジルではモントリオールプロトコルによる HCFC
削減を推進中であるが、一方で代替として HFC が増
加しているのが実態である。（データで見る限りでは
HCFC も横ばい状態）これらに代わる低 GWP 冷媒は
可燃性を有するものが候補としてあげられているが我々
としては安全性も留意して進めていくことがわれわれの
政府はじめとする全体的な見解である。自然冷媒として
CO2、アンモニアなども使用（具体的な機器イメージは
なし）。プロパンは、家庭用の冷凍庫、冷蔵庫で使用中。
　プレゼンには市場データなども含まれていたが、具
体的な対応策 ( 代替冷媒 ) がないというところが大き
な課題との認識である。
②エネルギー効率
③ R32 および R290 の増加

（2）	 AHRI（米国）
　AHRI の３大課題は、

①グローバルと米国との規則の差が大きくなっている
　特に、エネルギー効率、冷媒切り替えなどの分野に
ついて顕著。
　米国は主に、グローバルレベルで産業界は統一され
た動きができておらず、混とんとしていると現状を分
析している。この要因は、モントリオールプロトコル
などでの結論や省エネ規制値などの不統一、代替冷媒
の切り替えの不透明性などを挙げている。また、検討
を進めている団体が多すぎることも一つの要因として
あげている（特に、大統領や国防省（中国との絡み）、
短寿命気候汚染物質削減のための気候と大気浄化のコ
アリション（CCAC）など）。この対応として、自国
環境保護庁（EPA）の重要新規代替品政策（SNAP）
プログラムの活用を述べていた。具体的な提案とし
て、低 GWP 冷媒のリストへの追加と、高 GWP 冷媒
の削除を求めている。また機種ごとの代替冷媒の提案
も行っている。
②国際レベルでの冷媒管理に対する取り組みと地域ご

とのスキームの欠如
③冷凍空調業界の社会への貢献を評価する

(3)	 AREMA（オーストラリア）
　AREMA の３大課題は、

① GEMS（Greenhouse Energy Minimum Standard）
法の見直し

　省エネに関する規定の見直しがあったが、AREMA
としての懸念は、

	1）	 具体的な値を決定するための十分なデータと時
間が必要

	2）	 政府との連携や国際的な連携が必要
　そのための GEMS の見直しが必要であるとの結
論であった。

②オゾン層保護と総合的な温暖化ガス管理法の見直し
③可燃性を有する新冷媒導入管理とハイドロカーボン

との区分け
(4)	 CRAA（中国）
　CRAA の３大課題は、

①代替冷媒
1）	 現状：
　オゾン層破壊物質の輸出入に関する法律が、2014
年１月に、環境保護省、商務省、関税当局によって
発効され、３月から施行されている。本法律は割当
制を基本としており、ODS を扱う業者は、割り当
て申請を行い、翌年の割り当て分を承認される。環
境省は 2013 年８月に HCFC 管理強化の通達を出し
た。年間の HCFC 使用量が 100 トンを超える業者
は割り当ての申請が必要になる。2014 年には 89 業
者が割り当てを認可された。７万 159 トンが 31 の
ルームエアコン製造業者に、１万 1,215 トンが 19
の業務用冷凍空調製造業者に割り当てられ、残りは
39 のその他の製造業者に割り当てられた。

写真２　ICARHMA会議風景
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2）	 HCFC 削減に関する標準類
　GB/T7778-2008 が現在、A2L 冷媒の追加修正に
ついてドラフトが進行中。2014 年中に承認予定。
　GB9237-2001  ISO5149 の改正に伴い、現在修正
を検討中。2015 年中には中国での可燃性冷媒使用
の道が開ける。
3）	 HFC 削減の進展
　2014 年７月に環境保護省がグリーン低炭素ヒート
ポンプのプロジェクトをスタートさせた。10 のプロ
ジェクトで構成されるが、グリーン冷媒（NH3/CO2、
R32）が使用されている。これらのプロジェクトは
空気汚染に関しても解決策となると想定している。
　2014 年９月に環境保護省は最初の調整会議を開
催し、HPMP の第２ステージ（-2015）に向けた準
備をスタートした。この会議には UNEP、UNDP
他国際団体も参画した。
	4）	 冷媒の責任ある使用
　2014 年７月環境保護省と CRAA は２つの国立、
12 の公立トレーニングセンターを選定し、近い将
来のプロのトレーニングができるような対応を取っ
ている。CRAA は環境保護省からトレーニング方
法策定についての承認を得ており、2015 年中にド
ラフト案の完成を予定している

②エネルギー効率
③省エネルギーと環境保護政策、規制
(5)	 EPEE（欧州）
　EPEE の３大課題は、

①冷媒問題
　欧州改正 F ガス規制の概要説明があった。全体的
なフェーズダウンスキームおよび一部製品ごとの削減
計画などの説明があったが、内容的には既知のものが
多いと思われるので、ここでは省略する。EPEE と
して、現在活動中の、詳細の実施側に関する内容につ
いていくつかの説明があった。

1）	 輸出品の例外扱い明確化
2）	 F ガス規則に関する情報の内外への情報発信
3）	 データ収集などの詳細フォロー
4）	 低排出タスクフォースの設立や冷媒管理におけ

る国際的な活動の立ち上げ
②エコデザイン
③エネルギー効率
(6)	 EUROVENT（欧州）
　EUROVENT の３大課題は、

①ゼロエネルギー、セロ環境影響、空気質
　エネルギー視点および EU の環境政策との関連から
HVAC ＆ R 業界の進むべき方向性を検討。再生不可能エ
ネルギーの使用をゼロにするｎZEB について述べられた。
　高いビル効率の標準化できるであろう。換気システ
ムも冷暖房対応として位置つけられる。室内空気質が
重要になってくる。などなどの課題が列挙された。結
論としては、顧客が運転コストにターゲットを当てて
くるだろうという観点で、主にシステムアプローチ（機
器間、産業間）が重要になりつつある。
②経済と規制の境界条件
③システムアプローチ
(7)	 HRAI（カナダ）
　HRAI の３大課題は、

①拡大する製造物責任規制法
　これまでの製造物責任規制法に関する経緯の説
明。製品のライフエンドまで見据えた内容であるが、
HRAI はサーモスタット回収プログラムを立ち上げて
水銀等の回収を実行してきた。課題としては、業務用
途と家庭用途の差異による理解度があるとしている。
②エネルギー効率との調和（HVACR 製品のため）
③旧冷媒と新冷媒の管理法規
(8)	 JRAIA（日本）
　JRAIA の３大課題は、

①フロン排出抑制法の施行
②途上国も含めた法規制の国際的な整合
③次世代冷媒の選択

としたが、ここでは詳細は省略する（主にフロン排出抑
制法に関する説明）
(9)	 KRAIA（韓国）
　KRAIA の３大課題は、

① HCFC および HFC の次世代冷媒
　韓国内の法規制の中で、「正常空気保護法」というも
のにより冷媒の漏れが規制されている。国内ではまだ
HFC 導入から２、３年という事業者も多く HCFC およ
び HFC 両面での切り替えにおいては、２重の課題となる。
②冷媒管理
③認証

４．ICARHMAにおけるグローバル的な取り組みについて

　今回の会議では、これまで述べたように各地域代表の
ほとんどが冷媒に関する問題を、重要課題としてとらえ



媒を明確にする。
	●	各メーカーが強く求める冷媒の評価を行う。
　研究開発ニーズの評価、環境問題への企業のチャレ
ンジを促す、重複作業を排除することなどが述べられた。
	●	本プログラムは特定の冷媒を推奨することではな

く、一貫した方法で評価をすることである。
	●	2013 年に第 1 段階が終了。38 の冷媒が評価され、

40 のレポートが発行された。
	●	今回第２段階として、22 の評価課題が提出された。
　一部、第Ⅰ段階で手がつかなかった製品（ルーフトッ
プ、高温度条件）も着手している、今回、25 の新し
い冷媒が候補としてあげられている。
② CRAA（中国）の研究内容について
	●	中国からは３つのプログラムについての報告があった。

1)		 業務、産業用冷蔵庫における HFC 冷媒応用研究
　HFC 削減を背景に、従来と異なるアプローチで
の取り組み
2)		 業務、産業用冷蔵庫における自然冷媒応用研究
　自然冷媒として CO2、R290、NH3、H2O を評価
3)		 業務、産業用冷蔵庫における R32 冷媒応用研究
　中国規格で封入量規制のある R32 について、い
ろいろな条件下での運転特性について評価
※いずれも詳細内容については現在検討中というこ

とで、説明はなし。
③ JRAIA（日本）
　NEDO、学会と連携して進めている微燃性冷媒リス
クアセスメントについて（詳細省略）

５．特別講演

　エネルギーべンデ社ハンス・ジョセフ・フェル氏によ
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ていることが確認された。こうした背景も踏まえて、今
回、議題の一つとして、グローバル的な活動について事
務局から紹介された。
(1)	 2014 年における活動内容

①中国制冷展における CRAA/UNEP のジョイントセ
ミナー

② ABRAVA（ブラジル）/AHRI（米国）の冷媒に関
するセミナー

③パリにおける UNEP ワークショップ
などの内容が紹介された。いずれもまだ活動自体は緒に
就いたばかりであるが、今後これらの活動内容について
も注視していく必要があると感じた。
(2)	 具体的なグローバル活動

①冷媒サプライチェーン（代替冷媒）における教育研修
　具体的な内容は今回提示されなかったが、課題リス
トについて 1 月のシカゴの中間ミーティングで確認す
ることとなった。
②グローバル冷媒管理戦略
　今回具体的な内容のついての紹介はなく、下記の要
点が報告された。
	 ●	本活動は ICARHMA メンバーだけでなく他の工業会

も含めて HFC 排出削減に焦点を当てた活動とする。
	●	本活動は、2014 年 9 月 23 日に国連事務総長が、ア

ナウンスしている内容である。
	●	次ステップとして、ステアリング委員会を立ち上げ、

活動プログラムを策定する。
	●	本戦略の基本機能は、調和のとれた効果を生み出す

ことである。
(3)	 各地域研究プログラムの紹介

① AHRI（米国）の低 GWP-AREP について
	●	研究、評価プログラムの連携を図り、適切な代替冷

写真３　エネルギー効率に関するパネルディスカッション 写真４　グループディスカッション参加者一同
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る「リニューアブルエネルギーによる気候変動抑制とエ
ネルギー保障」の講演があった。

	●	地球温暖化対応にはリニューアブルエネルギーが有
効である。

	●	化石燃料とのコスト差は歴然（リニューアブルの方
がよい）。

	●	仕事の供給量についても圧倒的に有利。
	●	ドイツにおいては実績もあり、すでに現実としての

解決策になっている。
	●	太陽光や風力発電の不安定性については蓄電対応や

グリッド投資により解決可能となっている。
	●	気候保護のためのアライアンスが重要。
	●	金融産業との融和
→化石燃料、核燃料からリニューアルへの投資切り替

えなど
というような内容で、かなり自然エネルギー利用を生業
とする方向のプレゼンであった。

５．その他の併設イベント

(1)	 エネルギー効率に関するパネルディスカッション
　 コ ニ ー・ ヘ デ ゴ ー 欧 州 委 員 を メ ー ン パ ネ ラ ー、
ICARHMA 各団体からの代表者をサブパネラーとして、
ディスカッションイベントが実施された。また、具体的
な内容として企業からの事例紹介もあった。
(2)	 グループイベント：国際ネットワークイベント「グ
ローバルな心をつなぐ」

　参加者全員をランダムに１グループ６、７名に分割し、
各グループごとに以下の異なるテーマでのグループ討議
を実施した。討議に際しては、６パターンの思考に基づ
く違う視点での討議内容とし、いろいろな角度からの見
方ができるように構成されていた。６パターンの時間は
約 20 分ずつで、その間、モデレーターは色の違う帽子
をかぶり、色分けをする中で、多少ショー的なイベント
色も出すなど、日本ではなかなかできない経験をさせて
もらった。
◆各グループテーマ：

①業界の未来について
②政治的主張について
③工業会の未来について
④展示会マネジメントについて
⑤標準類の進化について
⑥グローバルビジネス文化について

⑦研究、教育における工業会の役割について
⑧ HVACR 製品の認知度向上の成功事例について
※それぞれのグループごとの結論については、必ずし

もまとまったものではなく、記載は省略する。
◆６つの思考パターンと色分け（写真参照）

①白：コンピュータのように考えろ
②赤：理性を捨てて感情のおもむくままに
③黒：感情を捨てて、批判的に考えろ
④黄：現実的に、建設的に考えろ
⑤緑：バカみたいなことを考えろ
⑥青：卓越したレベルで考えろ
※それぞれ約 20 分ずつ、色事の思考パターンで議論

を繰り返し、最後に全体的なまとめを行って、模造
紙にまとめるという作業を行った。

（報告：専務理事　岡田哲治）

写真５　６つの思考パターンと色分けカード

写真６　「結論はどう書こうかなあ．．．．」
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ルームエアコン 新性能試験設備 RAC4 見学会
―次世代高精度試験設備の公開

１．はじめに

　2014 年 11 月６日、工業会主催で、一般財団法人日本
空調冷凍研究所（以下、日空研）に新設される性能試験
設備の見学会を開催した。現在の RAC 性能検定用設備
である RAC2 の後継となるバランス式カロリーメーター

（平衡式室形熱量計）RAC4 の公開である。
RAC4 は RAC2 の老朽化に伴い、次期 RAC のセンター
ラボとして高い計測精度を実現可能な世界最高水準のバ
ランス式カロリーメーターを目指して企画・設計された
もので、2014 年 11 月末の完成、翌 15 年２月の竣工に
向けて進めている。本見学会はその完成直前に開催した
もので、稼働後ではなかなか自由に見ることのできない
設備の詳細を見学できる機会となった。

２．RAC4 への更新の目的

　RAC4 は現在の性能検定用設備 RAC2 に代わり、今
後 20 年間性能検定を担う試験設備となることから、世
界最高水準の計測精度を持つことが期待されている。そ
の高い目標を実現することが RAC4 への更新のひとつ
の目的であるが、それらの実現のために、RAC4 は大き
く５点の特長を持っている。

(1)	 温湿度分布の一様化
　バランス式カロリーメーターにおいて高い計測精度を
保つための重要な因子の一つとして温湿度分布の一様性
が挙げられる。
　設備内部の温湿度分布を一様にするためには、設備の
空間全体に行き渡るような空調が望ましいが、設備の大
型化に伴い、それはより困難となってしまう。RAC4 で
は内室再調和機の吹き出し口と吸い込み口を天井一面と
床一面に設置し、それらを切り替えて使用することで、
一様な温湿度環境をより静的な条件下で実現可能とした。
　また、再調和機吹き出し空気の温度や製品形態によっ
て吹き出し口を切り替えることで、より自然な環境を試
験室内に作り出すことが可能となった。　

(2)	 試験効率の向上
　バランス式の短所のひとつである、安定時間の長
さ を 改 善 す る た め、 内 室 壁 面 の 壁 の 厚 さ を 薄 く し

（100mm → 42mm）、熱容量を低減させることで、安定時
間の短縮を図っている。RAC4 の安定目標時間は４時間
とし、従来設備からの大幅改善を目指す。

写真２　RAC4 が新設される建屋

写真１　日空研の外観
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(3)	 試験測定範囲の拡大
　近年、RAC 性能測定では定格性能の大型化や、国内
外での期間効率指標における Min 性能への注目など、
計測のワイドレンジ化が求められている。
　RAC4では、RAC2の計測可能範囲である、1.8～7.2kW
から拡大し、0.9 ～ 16.0kW を測定可能範囲とした。また、
暖房低温性能の測定も可能としている。

(4)	 計測の高精度化
　RAC4 では、計測器の高精度化だけでなく、気流コン
トロールの改善や高分解能調節器の導入などによって、
性能に寄与する吸い込み空気の乾球温度や湿球温度、冷
水の出入り口温度や流量などの経時的な測定ばらつきを

既存の RAC2 に対しておよそ２分の１から 10 分の１程
度まで大幅な改善を図る。

ＲＡＣ４ＲＡＣ２

ＲＡＣ３ ＰＡＣ２

ＷＨＰ

1図１ 日空研のレイアウト（RAC4 新設場所）

表１　RAC4 今後の日程

日程 項目
2014 年 11 月末 設備完成
2014 年 12 月～ 試運転開始
2015 年 2 月末 検収
2015 年 3 月～ 相互校正試験開始
2016 年 4 月～ 検定制度運用開始

表２　RAC4 主な要求仕様一覧

項目 要求仕様
試験項目 ・冷房： 定格能力、中間能力、最小能力

・暖房： 定格能力、中間能力、最小能力、

低温能力、極低温能力
以上の点が評価可能なこと

内外平衡比 ・２％以下（目標は１％以下とする）※

計測の不確かさ ・５％以下
供試機電源設備 ・単相、三相、３W、４W 対応

・０～ 485V（周波数調整機能付き）
・室内外異電圧機種対応

計測プログラム ・計測時間は 24 時間
・データ取得および表示間隔は5秒

温湿度制御 ・供試機能力に応じたﾋｰﾀｰ、加湿器自動選定
・運転開始後１時間以内に安定判定を満足
・試験開始から終了まで4時間以内（目標）
・PC によるリモート制御および監視が可能
・内室再調和機は吹き出し口の上下切替え方式
・外室は天井全面吹き出し

※対象範囲は 0.9 ～ 12.0kW。範囲外に関しては５% 以下
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(5)	 不確かさのミニマム化
　試験に適用する計測機器の高精度化を図り、設備計測
の不確かさの観点でも世界最高水準を目指す。

３．RAC4 見学会の様子

　RAC4 見学会には、工業会・日空研関係者をはじめ、
設備の施工を担当した大西熱学殿、また工業会 OB 会か
らも多数の方が参加し、総勢 37 人での開催となった。
　本見学会は日空研の２階会議室にて RAC4 試験設備
に関する説明会があり、引き続き試験室の見学会という
順にすすめられた。
　冒頭、RAC4 試験設備 WG の鈴木主査より当日の流
れについて説明があり、続いての RAC 検定委員会（副）
加守田委員長のあいさつでは、RAC の近年の動向とそ
れに伴い求められる設備の要求の高さについて説明が行
われた。
　設備仕様の詳細説明では、RAC4 試験設備 WG の山
崎副主査より RAC4 の要求仕様について、現行設備で
ある RAC2 が実現できている試験項目に加えて、暖房

低温および暖房極低温が測定可能となること、RAC4 の
建設場所とレイアウト、そして主だった特長５点、今後
の日程について、順に説明が行われた。
　設備仕様の詳細説明終了後、質疑応答の時間が設けら
れ、さまざまな質問がなされた。
　質問の内容は RAC4 の従来設備よりも優れている仕

2

計測室

室内側 室外側

図２　RAC4 平面図

写真３　山崎副主査による RAC4 の仕様説明
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3

4

図３　RAC4 温湿度分布の一様化イメージ図（天井吹き出し）

図４　RAC4 温湿度分布の一様化イメージ図（床面吹き出し）
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様に対して、さらなる説明を求めるものが多く、新しい
設備への期待の大きさが窺われた。
　後半の試験室の見学会では、当該設備である RAC4
のみならず、日空研所有の試験設備全般に対してそれぞ
れで日空研の皆さんによる詳細の説明が行われた。
　多数の出席者が集まったため、見学会は２班に分かれ
て実施された。
　RAC4 を実際に見学した出席者全員に共通する印象
は、設備が非常に大きいというものであった。それもそ
のはずで、７ｍ近い高さ（埋設部分も含む）の立方体の
外室の中におよそ５ｍの内室が設置されており、一度に
設備の全貌を確認することが困難に感じるほどの大きさ
がある。
　RAC4 を前にして試験設備の詳細説明があり、出席者
はその説明に熱心に耳を傾けていた。試験室の内部か
ら、計測室、機械室に至るまでそれぞれ時間をかけて説
明が行われ、出席者からはさまざまな質問がされていた。
質問の内容は、設備の大きさに関することから計測器の
仕様、設備冷凍機の配管についてや、計測システムの計
算ロジックに至るまで、多様なものであった。ほかにも
RAC4 を世界最高水準の試験設備として紹介するため
に、英語の説明用パネルも準備するべきではないかとの
意見まで挙がっており、見学会は終始和やかな雰囲気で
実施された。

４．おわりに

　見学会の中でも同様の意見が挙がっていたが、本見学
会時点ではようやく新しい試験設備が形となって、運転
開始のめどが立ち始めた状態であり、RAC4 の本格稼働
に向けてはまだ第一歩を踏み出したに過ぎない。これま
で 20 年以上の時間を経て、少しずつ高い精度を積み上
げていった RAC2 に代わり、RAC4 がそれ以上の高い
精度とその枠を超えた新たな要求仕様を実現していかな
ければならない。
　RAC4 が世界最高水準の設備となるためにも、この見
学会を一つの節目として今後の活動につなげていきた
い。
　最後に、あいにくの空模様の中とはなったが、本見学
会開催に当たりご尽力いただいた日空研の皆さんに感謝
の意を表したいと思う。

（報告：RAC4 試験設備 WG　岩本規孝
（ダイキン工業㈱））

写真４　見学会の様子（その１）

写真５　見学会の様子（その２）

写真６　RAC4 試験室
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「第５回 エアコン暖房川柳」結果発表 !!
―応募総数 3,876 句の中から入賞作品が決定

　工業会では、立冬（11 月７日）を「エ
アコン暖房の日」と定め、パワフル、省エ
ネ、クリーンなエアコンの PRを進めてお
り、この日を幅広く認知していただくため
川柳を募集しました。
　今回５回目となるこのキャンペーンで
は、3,876 句もの作品が寄せられ、「エア
コン暖房」を通して、冬場に馴染み深い光
景が浮かんでくるような作品、家族との絆
を感じさせる作品、立冬を詠み込んだ作品
などあり、「エアコン暖房の日」が認知さ
れてきていることを感じることができまし
た。
　何気ない日常の１コマや身近な生活の中
で体験したエピソードなどが上手く表現さ
れ、エアコン暖房が多くの方々にとって心
身ともにホッとし、癒やす存在であると再
認識させられました。
　入賞した作品も、今回入賞にもれた作品
も、応募作品は、どれも甲乙つけがたい力
作ばかりでした。
　上位者選考に苦労し、今回は最優秀賞１
名、優秀作品を６名、佳作を９名とさせて
いただきました。

＜エアコン暖房川柳入選作品＞

最優秀賞
　エコ型で 増えるへそくり 減る燃費	 滋賀県	 井田様

優秀賞
エアコンは 給油の手間なし 臭いなし	 茨城県	 佐野様
エアコンで あったか安心 高齢者	 神奈川県	 やまゆき様
エアコンを 変えて驚く 電気代	 奈良県	 田村様
寒いよね ボタンひとつで ON 暖家	 福島県	 鈴木様
エアコンに 起こしてもらう 冬の朝	 東京都	 みどり人様
エアコンで 増える快適 減る請求	 埼玉県	 鈴木様

佳作
エアコンが つくる吾が家の 集会所	 愛知県	 山田様
エアコンや 暑さ寒さも これひとつ	 徳島県	 川柳男詩様　
独身も スマホ予約で あったかい	 山口県	 中野県様
エアコンを 買って得した 心地良さ	 神奈川県	 林様
台所 エアコン暖房 母笑顔	 埼玉県	 吉村様
節約を 意識してたら エアコンに	 東京都	 林様
増税分 エアコン補う 低燃費	 神奈川県	 泰平楽様
エアコンで 伸ばす我が家の エコグラフ	 福島県	 佐久間様
僕よりも 適温知っている 新型機	 福島県	 まここしゃん様

「第５回エアコン暖房川柳」最優秀賞決定 !!

『エコ型で 増えるへそくり 減る燃費』

「第５回エアコン暖房川柳」最優秀賞決定 !!「第５回エアコン暖房川柳」最優秀賞決定 !!
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海外駐在記

海外駐在記・マレーシア編

　前回から始まった海外駐在記。
　２回目の今回は、工業会技術部の田宮によるマレーシア編です。マレーシアの文化を紹介
する楽しい内容となっています。内容はもちろんですが、田宮本人が描いたかわいい挿絵に
もご注目ください。

１．はじめに

　技術部の田宮です。岡田専務からバトンを受けて、今
回の海外駐在記を担当します。
　私は 2008 年から 2011 年まで、マレーシアの首都ク
アラルンプール（KL）に駐在しておりました。現地で
は主にエアコンの販売店網拡大や、日系企業のプロジェ
クト受注などの営業活動をしておりました。当時はリー
マンショックによる世界経済の縮小がありましたが、マ
レーシア自身はさほど大きな影響を受けず、経済は順調
に発展していました。むしろ、中国経済の急膨張を受け
て、不動産バブルのような勢いが市場にはあり、在任期
間中は幸いなことに業績を伸ばすことができました。
　任期後半ではグローバルな流れの一環で、マレーシ
アでも家庭用エアコンの省エネ表示が 2011 年から始ま
りましたし、環境問題ではモントリオール条約による
HCFC の規制が 2014 年から始まるなど、空調業界では
省エネ・環境問題への取り組みが始まろうとしていまし
た。日本に戻って３年たちますが、足かけ４年の間、実
際に体験したマレーシアを皆さんにご紹介したいと思い
ます。

２．国のあらまし

　マレーシアは国の主要部がマレー半島の南部にあり、

南はシンガポール北はタイと境を接しています。またボ
ルネオ島の北部にも領土があって東マレーシアと呼ば
れています。東マレーシアはブルネイ、インドネシア
と境界を接しています。面積は約 33 万 km2 で日本の約
90%、人口は約３千万人で日本の４分の１ですが、人口
構成はマレー系（約 65%）、華人系（約 24%）、インド系（印
僑）（約８%）の多民族国家です。一人当たり名目 GDP
は 2013 年の数字で約１万 500ドル（125 万円、日本は
３万 8,500ドル（489 万円））、ブラジル・トルコ・メキ
シコなどとほぼ同じ、これから先進国への仲間入りを目
指している中進国です。日系企業の進出も 1960 年代か
ら盛んで、日本人は KL 周辺を中心に大勢住んでいます。

マレーシア駐在記
一般社団法人日本冷凍空調工業会 技術部　田宮　篤

写真１　マレーシアの民族衣装（正装）
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ですのでアルコール度数の高いお酒には高い酒税がかか
ります。ウィスキーはとても高かったことを覚えています。
　医療についても私は高血圧の薬を処方してもらってい
ましたが、レベルは問題ありませんでした。日本人の看
護師さんや日本の大学を卒業したお医者さんも KL には
いらっしゃいました。
　マレーシア政府も長期滞在ビザの制度を積極的に運用
していますので、多くの日本人が引退後のセカンドライ
フをマレーシアで過ごしています。ただ、問題があるの
はモータリゼーションや高速道路網の発展に比べて、都
市型の公共交通機関の整備が遅れていることです。どこ
へ行くにしても必ず車が必要なので、KL 市内と周辺道
路は朝夕とてもひどい混雑になります。遅まきながら、
最近では市内と郊外を結ぶモノレールの工事を始めたよ
うです。

４．マレーシアでのビジネス

　ビジネスでは、先ほどお話したように相手は中国人で
すので交渉はとってもタフです。通常の案件は営業統括
部長（GM）が処理してくれるのですが、大手デベロッ
パーとのビッグプロジェクトの最終交渉などは私自身が
交渉に出ました。中国人は person to person の信頼関係
でビジネスをするので、信頼できる友人から紹介しても
らった案件は比較的有利に進められるのですが、最後の
価格交渉ではぎりぎりのところを突いてくるので決して
油断はできませんでした。
　また、中華系の人たちとのビジネスで欠かすことがで
きないのは、一緒に食事をしてお酒を飲むことです。

「酒后吐真言」（酒を飲んだら本当のことを言う）という
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３．多民族国家マレーシア

　先ほど多民族国家とご紹介しましたが、民族ごとにな
んとなく役割分担があるようです。ビジネスは中華系、
官僚はマレー系の人が多く、私のお付き合いしてきたエ
アコン販売店の経営者は 99 ％以上中華系の人たちでし
た。製造業の製造部門では、マレー系の人々が多く働い
ています。
　各民族はそれぞれ固有の宗教・風俗・文化を守ってい
ます。宗教ではマレー系はイスラム教（国教）、中華系
は仏教・道教、インド系はヒンドゥー教を信仰していま
す。また、民族間での経済格差もあり、民族が完全に融
合しているわけではありません。
　言葉はマレーシア語が国語ですが、ビジネスや都市の
日常生活では英語が通用します。中国人同士では中国語

（標準語）ですが、家庭や仲間内では家族の出身地域の
言語（広東語・福建語）を話しています。中華系マレー
シア人の中には小さい時から英語教育を受けた人たちが
いて、この人たちは母国語である広東語（や福建語）を
流ちょうにしゃべるのですが、漢字を読むことができな
い人もいます。漢字を読めない中国人がいるのは驚きで
した。彼らは名前も学校で付けてもらった英語風の名前

（アンディとかメアリー）を通称にしています。考え方
も欧米風の影響を受けているので、見かけは黄色いけど
中身は白いということで、自分たちのことを「バナナ」
とよんでいます。

３．住みたい国 No. １

　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、マレーシア
は８年連続で日本人の「住みたい国 No. １」です。理由
はいろいろあると思いますが、物価が日本のほぼ３分の
１程度でレベルの高い生活ができる、英語が通じる、住
民が親日的でフレンドリーなどが挙げられます。
　実際、私の住んでいたアパートメントは KL 都心部
から車で 30 分弱（ラッシュ時は別）の３ベッドルーム
120m2 でしたが、いまネットで販売価格を見ると約 2,800
万円でした。また、このクラスのアパートメントになる
と、プール・トレーニングジムがあるのが一般的です。
　買い物では日系スーパーのジャスコ（AEON）が KL
周辺に 14 店舗を展開していますし、伊勢丹も KL には
４店舗あり、日常品から高級品まで日本とほぼ同等の品
ぞろえです。買い物で困った点と言えば、イスラムの国

写真２　アブ・バカール・モスク（イスラム寺院）
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ことわざがあり、宴席では「乾杯！乾杯！」を繰り返し
やらなくてはいけません。マレーシア・シンガポールで
は「飲勝」（福建語でヤームセンと発音します。乾杯の
掛け声）を招待客全員と宴席のお開きまでやり続けるの
がトップの仕事です。

５．マレーシアの食文化

　マレーシアの食についてお話をしましょう。なんと
いっても特徴はその多民族性にあります。大きく分ける
と伝統的にはマレー料理、中華料理、インド料理という
ことになるのですが、最近では近代化による食の多様化
で都市部では欧米の料理やファストフード店、日本料理
店も多数みられます。

(1)	 マレー料理
　まずマレー料理ですが、前提としてイスラム教の戒律
にのっとった「ハラル」でなければなりません。すなわ
ち、豚肉および豚から抽出したもの（コラーゲンなど）、
そしてアルコールは一切使用してはいけません。飲酒は
もちろんだめです。鶏・牛・羊は食べてもよいのですが、
正規の手順に従って処理されなければいけません。
　もう一つ大事なことはラマダン（断食月）があること
です。この期間、ムスリムは日の出から日没まで断食を
しなければなりません。日没から翌朝の日の出までの間
は食べてもよいとされているので、この期間、夜の食い
だめで太ってしまう人もいるようです。ラマダン明けは

「ハリラヤ・プアサ」といって、ちょうど日本のお正月

のような休暇になります。故郷に帰って家族でごちそう
を食べて、子どもはお年玉をもらって楽しい休みを過ご
します。日系企業ではマレー系の取引先を招待して、晩
ご飯をふるまうこともあります。
　マレー料理の代表として、「ナシ・レマ」を紹介します。
これはマレー人の家庭ではごく一般的な米料理です。
朝食によく食べられ、ホテルやマレーシア航空の機内食
の朝食メニューになっていることもあります。インディ
カ米にココナツミルクを加えて炊くか、蒸して作られま
す。おかずとしては「イカンビリス」という小魚を塩味
にしてカリカリに揚げたもの、炒った塩味のピーナツ、
ゆで卵、キュウリのスライス、そして「サンバル」です。「サ
ンバル」は唐辛子と小エビの発酵したものを主体とする
辛子味噌のようなもので、マレー料理では調味料として
広く使われています。食べるときには「サンバル」を好
みの量にして、上記の具材全てをかき混ぜて食べます。
少し高級な店に行くと、おかずが増えて「レンダンアヤ
ム」という鶏肉をカレー風に辛く煮たものなどがついて
きます。屋台では「ナシ・レマ」をバナナの葉にくるん
で、おむすびのようにしたものを１個１リンギット（１
リンギット＝約 35 円。以下同じ）で売っていました。
　もう一つマレー料理を紹介します。「サティー」もしく
は「サテ」と呼ばれる、見た目では日本の焼き鳥を小ぶ
りにしたものです。ピーナツをすりつぶした甘辛いソー
スをつけて食べるのですが、最初は日本の焼き鳥をイ
メージしているので甘さがくどいと感じられます。でも、
慣れてくると独特のソースの辛味がやみつきになります。

(2)	 中華料理
　中華料理は広東や福建や潮州などの地方ごとにオリジ
ナルの料理があって特に小吃（簡単な食事）ではバラエ
ティーがとても豊かです。その中で最もマレーシアを代
表するものといえば、「バクテー」（肉骨茶の福建語発音）
でしょう。これは本家の中国にはなくて、マレーシアと
シンガポールだけにある中華料理です。ぶつ切りの豚バ
ラ肉や豚の内臓、漢方薬に用いるスパイスと中国しょう
ゆを土鍋に入れた煮込み料理です。レタス、きのこ類、
湯葉、油揚げや油条（中国式の揚げパン）なども具材
として用いられます。もともと、KL の外港ポートクラ
ンで働いていた福建人の労働者たちが「削ぎ落しきれな
かった肉片がついた骨」を利用して作ったのが始まりと
されています。必ずご飯とお茶（鉄観音やプーアル茶（普　

茶）などの中国茶）が一緒に供されます。よくダシのイラスト１　ナシ・レマ
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出た茶色のスープをご飯にかけて食べるのは絶品で、中
華系の人たちのソウルフードです。皆それぞれにひいき
の店を持っているのですが、共通して言えるのは「汚い
けれども美味い」というのが自慢のポイントになってい
るようです。
　マレーシア・シンガポールでごく一般的な食べ物にチ
キンライス（海南鶏飯）があります。日本風のケチャッ
プで炒めたものではありません。鶏を茹でたスープで炊
いたご飯に、茹でた鶏肉のぶつ切りをご飯の上に乗せた
ものです。ご飯にも鶏肉の旨味がつけられ、あっさりと
した上品な味が特徴です。ゆで汁もスープとして供され
ます。「つけだれ」は店によって異なるのですが、私が
好きだったのは中国しょうゆに「チリバディ」という青
唐辛子を刻んだもの、これにおろしショウガをのせたチ
キンをチョンと付けて食べます。「南香」というチキン
ライスのお店（KL 周辺にあるチェーン店）で確か 5.5
リンギットだったと思います。
　必ずしも中華料理ばかりではないのですが、マレーシ
アでは麺類※１の種類がとても豊富で、かつ安くておいし
いものがいっぱいあります。私の良く食べていたものを
ご紹介します。どれも屋台では５リンギット、エアコン
の効いたお店でも 10リンギットくらいで食べられます。
	 ●	カリーミー：

マレー語では麺のことをミーと言います。ココナツミ
ルクの入ったカレーに麺が入っています。麺の種類は
中華風の黄色い麺、ビーフン（米粉）が選べます。

	●	ホッケンミー：

漢字で書くと「福建麺」です。シンガポールのものと
は違います。最初見たとき色が真っ黒なのでびっくり
しました。日本のうどんに近い麺と豚肉・イカ・エビ・
青梗菜を店秘伝のオイスタースで炒める焼うどんのよ
うなものです。

	●	パンミー：
「板麺」です。小麦粉で作った生地を板状に伸ばして
作るのでこの名前がついています。一般的な麺の形は
きしめんに似ています。麺のつるつるした食感、煮干
しでとったダシなど関西風のうどんに良く似た淡白な
味わいです。もともとは家庭料理です。

	●	クレイポットイーミー：
「クレイポット」は土鍋です。「イーミー」は小麦粉を
卵でこねて成形した麺を油で揚げて保存できるように
したものです。それにシイタケ、チンゲン菜などの具
材を合わせて、土鍋でスープ煮込みにするわけです。
これってチキンラーメンと同じですね。

	●	チャオクティヤオ：
「チャオ」は「炒」で炒める。「クイティヤオ」という
のは米粉で作った麺で、形はきしめんに似ています。
その麺とモヤシ・ニラなどの野菜と魚介を強火でさっ
と炒めて作ります。

※１：麺というと中国語では本来小麦粉で作ったものだけを言いますが、

ここでは広く穀類の粉を使って細長く成形したものを麺と言います。

(3)	 日本料理
　食の話の最後に日本食の話をします。親日国のマレー

イラスト３　チキンライス（海南鶏飯）イラスト２　バクテー（肉骨茶）
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シアですので、日本食のお店を探すことは容易です。
KL 市内中心部には本物の日本式のラーメン屋さん（一
風堂や山頭火）から日本人板前のいる超高級すし店まで
あります。日本人の多い住宅地（モントキアラなど）周
辺には高級な「本物」のお店と、ややローカル色のある
リーズナブルな価格の「なんちゃって」和食のお店が併
存しています。「ラッシャイアセー」の声で迎えてくれ
る「なんちゃって」、時々は値段の張る「本物」が食べ
たくなります。現地の人たちにとって日本食は「やや高
級」のイメージがありますが、ローカライズしたおすし
屋さんはとても人気です。

６．ゴルフ

　マレーシアはゴルファーにとっては天国のようなとこ
ろかもしれません。私は日本ではゴルフをしていなかっ
たのですが、取引先の日本人の方が主催されている親睦
ゴルフの会に入れていただいて、マレーシアでゴルフを
始めました。KL 周辺は日中の温度は高いのですが、湿
度がさほどでもないので、木陰に入ると日本の夏よりは
よほど快適でした。ゴルフ場は KL 近郊のカジャンヒル

（Kajan Hill）という日本人が経営するゴルフクラブでテ
ンポラリー（１年契約）メンバーになりました。日本風
のお風呂もあってとっても良いクラブでした。１年契約
の会費は日本円で 15 万円、これで年間何回行ってもグ
リーンフィーはタダです。つまり行けば行くほど単価は
安くなるのです。年間 50 回行く人なら、１回のグリー
ンフィーは 3,000 円、年間 75 回行く人なら１回のグリー
ンフィーは 2,000 円です。あと、カートフィーと昼飯代
を合わせても１回 1,500 円くらいですから、日本の４分
の１の値段です。カジャンヒルでは雨でコンディション
が悪くない限り、フェアウエーにカートを乗り入れるこ
とが OK でしたので、ヘタクソでもとっても楽にラウン
ドできました。
　海外でゴルフをされた方はご存じでしょうが、ラウン
ドはスルーで回ります。朝８時にスタートすれば、12
時半頃に上がりますので、午後ゆっくり過ごせます。こ
れだけ恵まれた環境におりながら、私のスコアが伸びな
かったのはいったいなぜなのか考えてしまいます。残念
ながら私がメンバーだったゴルフ場は前述の不動産バブ
ルの影響によるものか（？）、2012 年に大手住宅デベロッ
パーに売却され閉鎖となってしまいました。

７．気候・風土

　日本にいる人は普段気がついていないかもしれません
が、日本は四季の変化があり、温度・湿度の変化はもち
ろん、草木花、雨風雪、着るもの、食べるものまで季節
の移ろいをうまく取り入れて多様性豊かな暮らしをして
います。一方マレーシアは赤道より少し北にある熱帯で
すので、一年中同じ気温、同じ花で全く変化がありませ
ん。食べるもの、着るものも年中同じです。マレーシ
アでは衛星 TV で NHK を見ることができるのですが、
桜の季節や紅葉の季節、とても美しい映像が紹介されま
す。日本にいればなんということはないのでしょうが、
こんなとき無性に日本に帰りたくなります。
　もう一つ、お風呂の話なのですが、現地の人々は熱帯
性気候ゆえにバスタブにつかる習慣がありません。高級
アパートでもバスタブはなく、シャワーで済ますのが普
通です。これって少し残念ですよね、日本の温泉はとて
もいいと思います。

８．おわりに

　たまたま私、マレーシアという国に３年間駐在しました。
仕事で世界中のいろいろな国にも行きましたが、“とても
暮らしやすい国だったな”というのが本当のところです。
機会があれば、また遊びに行ってみたいと思っています。

イラスト４　ペトロナスツインタワー（KL のシンボル）
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１．はじめに

　私が本多部長さんと仕事を始めてから、ルームエアコ
ン（RAC）の検査技術委員会で約 20 年お世話になりま
した。このあと、公益財団法人 日本適合性認定協会（JAB）
の ISO 17025 試験所審査
員として約 10 年間、試験
センター、一般財団法人 
日本空調冷凍研究所（日空
研）にお世話になりました。
　最近２年間は検定制度
運営委員会の副委員とし
て参加させていただきま
した。そんな関係で少し
長くやった OB の一人とし
て、皆さんにお礼と、せん
越ながら日空研さんには
お願い事項を書いてみま
した。
　テキストを配らせてい
ただきましたが、大島部長
さん（一般社団法人日本冷
凍空調工業会）、観音さん

（三菱重工業株式会社）も
執筆されました。委員を変
わられる際に、是非次の方
にお渡しいただきたいと
思います。

　「特集号から読み取れる関係者の努力」は、
  ●	先駆者が各方面のご尽力を得て工業会の自主検定制度

設立に奮闘
  ●	エアコン技術先進国としてのプライドと計測技術開発

で、ISO 規格審議でリーダーシップを発揮（観音さん

検定制度の進化と深耕（34年の歩み）
元東芝キヤリア株式会社　神山和明 氏

特別編

　今回の VOICE は、検定制度に 30 年以上にわたり携わってこられた神山氏の「検定
制度の進化と深耕（34 年の歩み）」です。神山氏は東芝キヤリア株式会社を最近引退さ
れましたが、それに先立つ 10 月 24 日、検定制度運営委員会で退任講演を行っています。
　今回は VOICE 特別編として、退任講演の内容をご紹介します。

◆ 講演：検定制度の進化と深耕（34年の歩み）◆ 説明用メモ
(日冷工)検定制度運営委員会

平成26年10月24日機械振興会館 研修室Ｂ３－１会議室
東芝キヤリア㈱ 技術本部/冷凍空調戦略推進室 神 山 和 明

◆ 使用テキスト 冷凍 平成21年2月号 2009,Vol.84,NO.976
<特集>  冷凍空調機器の検査検定の現状と展望

第1章 (日冷工) 試験センターの現状と展望 大島敏正 氏

第2章 検定検査事業を支える活動について 松本隆幸 氏
第3章 空調機の性能検定の現状と展望 鈴木 隆 氏
第4章 GHPの性能検定の現状と展望 金井 弘 氏
第5章 空調機の騒音測定の現状と展望 観音立三 氏
第6章 空調機の性能試験技術の現状と展望 菅原作雄 氏
第7章 空調機試験所のISO/IEC17025試験所認定 神山和明 氏
第8章 空調機の性能規格の海外動向 海原 誠 氏

◆ 特集号から読み取れる関係者の努力
・先駆者が各方面のご尽力を得て工業会の自主検定制度設立に奮闘。
・エアコン技術先進国としてのプライドと計測技術開発でISO規格審議でリーダーシップを発揮。
・ 高い計測精度によるインバータエアコンの評価で省エネ機器の開発と普及に貢献。
・ ISO/IEC 17025試験所認定を取得し日本の基準原器の一つとしての地位を確立

◆ 今後の（日空研）への期待
・第三者試験機関（日空研）としての揺るぎない公平性、透明性、信頼性の維持。
・アジア認証 project などを通してのｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな地位の確保。
・消費者要求に応える新たな省エネ評価手法の研究。

・省エネ法における指定試験所認定 （ JISﾏｰｸ法、JISの許容差、JET試験室の扱いなどが課題 ）

　　　図１　講演内容の概要
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には ISO の騒音関係でわれわれが非常に使いやすい
規格に仕上げていただきました。）

  ●	高い計測精度によるインバーターエアコンの評価で省
エネ機器の開発と普及に貢献

  ●	ISO/IEC 17025 試験所認定を取得し、日本の基準原
機の一つとしての地位を確立

ということで、検定関係の皆さまの長いご努力でこう
いったことが確立されたのだと思っています。

２．これまでの（工業会）検定制度関係委員会の活動
成果

　これまでの活動成果が、ほとんどの JIS 規格、ISO
規格に反映され、わが国、海外各国のエアコン能力試験
の精度向上に貢献していると思います。現在、アジア認
証プロジェクトが推進されていますので、エアコン関係
の試験の技術も高まって、われわれがアジアで試験する
とき、彼らの失敗が少なくなって良い結果として反映さ
れるものと思っています。
　これまでの活動の成果で、昨年（2013 年）の４月 22
日に制定・改正されたのが次の４つの JIS 規格です。
　まず制定が、JIS C 9815-1 と JIS C 9815-2 で、これ
は観音さんが尽力された ISO 13261-1 と ISO 13261-2 の
パワーレベルの騒音につい
てです。これをやっと JIS
として実現できました。
　 そ れ か ら 改 正 は、ISO 
5151 の JIS 版 と し て JIS 
B 8615-1 と RAC の 製 品
JIS で あ る、JIS C 9612

（ルームエアコンディショ
ナ）で、APF の試験精度
向上に貢献できるだろうと
思います。
　次に来年（2015 年）の
３月に制定・改正される予
定の JIS 関係ですが、 制
定では JIS B 8615-3、ISO 
15024 の整合 JIS です。そ
れから標準仕様書、まだ番
号がついていませんが、不
確かさ計算の ISO 整合標
準仕様書です。これは一般

社団法人日本電機工業会（JEMA）さんが事務局です。
　改正は JIS B 8615-2 および JIS B 8616（パッケージ
エアコンディショナ）、製品 JIS です。この製品 JIS には、
最小能力あるいは中間能力の簡易確認試験方法が織り込
まれ、日空研さんが計測技術という面でいろいろご苦労
されているようです。以上のように、検定関係委員会で
の活動成果のほとんどが JIS に反映されるということ
だと思います。
　また、検定制度運営面では、これまでに何回か問題が
ありましたが、皆さんが創意工夫をして乗り越えてこら
れたと思います。たとえば、倉庫の抜き取りから市場買
い上げにするとか、その場面場面で制度を変えられて現
状のようになったと思います。世の中いくら法律・制度
が改善されても、意図がなくても問題が生じてしまうこ
とがあり大変ですが、かなり制度として改善されてきた
と思います。

３．今後の日空研さんへの期待

　まず、第三者試験機関としての公平性、透明性、信頼
性の維持です。昨年、製品検定で少し混乱がありました
が、日空研さんが、透明性が分かるように対応すれば信
頼は確保されると思います。揺るぎない公平性、透明性、

(日冷工)検定制度関係委員会の活動成果

これまでの (日冷工) 検定制度関係委員会の活動成果が、全てのJIS規格、ISO規格に
反映され、我が国、海外各国のエアコン能力試験の精度向上に貢献している。

1）H 25年４月22日に制定/改正公示されたJIS規格

【制定】 ・JIS C9815-1 エアコンディショナ及び空気熱源ヒートポンプの定格音響パワーレベル
第1部：直吹き形室外機 (ISO 13261-1)

・JIS C9815-2 エアコンディショナ及び空気熱源ヒートポンプの定格音響パワーレベル
第２部：直吹き形室内機 (ISO 13261-2)

【改正】 ・JIS B8615-1 エアコンディショナ－ (ISO 5151)
第1部：直吹き形エアコンディショナ及びヒートポンプ－定格性能及び運転性能試験法

・JIS C9612  ルームエアコンディショナ APFの試験精度向上に貢献

2）H27年３月に制定/改正公示予定のJIS関係規格

【制定】 ・JIS B 8615-3 エアコンディショナ－第3部： (ISO 15024)
マルチ形エアコン及び空気対空気ヒートポンプ－定格性能及び運転性能試験方法

・標準仕様書 TS B 00xx：2015 （ISO/TS 16491：2012 整合）
エアコンディショナの冷房/暖房能力試験における測定の不確かさの評価のガイド

【改正】 ・JIS B 8615-2 エアコンディショナ－第2部： (ISO 13253)
ダクト接続形エアコン及び空気対空気ヒートポンプ－定格性能及び運転性能試験方法

・JIS B8616-1 パッケージエアコンディショナ

　　     図２　検定制度関係委員会の活動成果
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信頼性の維持に是非頑張っていただきたいと思います。
　２番目はアジア認証プロジェクトなどを通してのグ
ローバルな地位の確保で、これについては、どんどん、
できてきていると思います。
　現在の日空研は、国の指定試験所との位置付けにはあ
りませんが、将来的に目指すのであれば、不確かさを含
めた JIS の許容差の問題、一般財団法人電気安全環境
研究所（JET）さんの試験室のこともあり、なかなか難
しい問題ですが、検討課題として取り組んでいただきた
いと思います。
　最後は、日空研の認証制度のあるべき姿です。発足後、
ガイド 65 による製品認証、公益財団化などを掲げ３年
間精力的に検討推進されてきましたが、まだ解決すべき
課題があり、当面現行の検定制度を継続するとのことで
すが、JIS マーク制度の良い面なども取り入れ、シンプ
ルな仕組みを構築していただきたいと思います。

４．計測技術課題に対する日空研さんへの期待

(1)	 最小能力の不確かさを最小化する期間エネルギー効
率の評価技術開発による温暖化防止エアコン開発への
支援

　わが国を代表するエアコンの ISO 17025 認定試験所
としての計測技術の進化ということで、一つ目は最小能
力の不確かさを最小化する期間エネルギー効率の評価技
術開発による温暖化防止エアコン開発への支援です。今、
RAC4 でご苦労されていますが、最小能力の不確かさを
いかにして JIS に適合させるかは難しい問題です。

(2)　計測の省力化への貢献
　湿球温度計と同等の不確かさをもつ新型露点温度計の
開発によって、湿球温度計から高精度露点温度計への転
換による省力化が図れるのではないかと思います。
　EN 規格 14511- 3：2011 では、湿球温度の不確かさ
が 0.3K から 0.4K に変更されています。これは推定で
すが、暖房試験の外気温－７℃での露点温度計測上の問
題だと思います。フランスにある試験所では温湿度をエ
アサンプリングチューブを使わないで露点温度計を４本
使って吸い込み温度を測定しています。そうすると 0.3K
では収まらないので 0.4K にしたのだろうとみています。
　このように露点温度計を使うと不確かさが増えるとい
うことで、今回のダクトとマルチの JIS 試験規格では
０℃以上が従来の 0.2K で、０℃以下を 0.3K と 0.1K 増
やしました。
　露点温度計の校正結果は日空研の今までのデータを
見させていただくと、校正だけの不確かさがだいたい
0.15K から 0.2K ぐらいです。不確かさを計算するとき、
それ以外の要因も入ってきますので、露点温度計でや
ると 0.2K では無理です。そんなこともあって、今度の
JIS では０℃未満は 0.3K としました。
　これにからんで、新型露点温度計を開発していただき
たいと思うのは、私も昔やったことがありますが、一つ
の湿球ガーゼを変えるのに 15 分ぐらいかかり管理が大
変なので、やはり露点温度計に切り替えたほうが楽だろ
うと思っていました。ただ、現行の露点温度計だと不確
かさの問題などいろいろな問題が出てくると思うので、
露点温度計のメーカーさんと新しい安定した信頼性の高
い不確かさの良い露点温度計を開発していただいて、そ
れを皆さんに普及させれば非常に皆さん楽をできるので
はないかと思っています。これはなかなかメーカーでは
やりにくいことですので、是非日空研さんが露点温度計
のメーカーさんとタイアップしてやられれば良いのでは
ないかと思います。
　これをやれば、今アジア認証プロジェクトをやってい
ますが、その場面でアジアの国でも間違いのないデータ
を出してくれるのではないかと思います。実際先ほどの
フランスのリオンにある試験所では露点温度計でやって
いますが、日本の厳しい判定基準が 100％のようなとこ
ろでは適用できないと思います。湿球温度計と同等レベ
ルの不確かさのレベルに変えていかないと国内で使うの
はなかなか難しいのだろうと思いますので、是非お願い
したいと思います。

写真１　講演する神山氏１

特別編
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(3)	 大気圧のエアコン性能への影響評価と ISO への提案
　３番目が大気圧のエアコン性能への影響評価と ISO
への提案です。低気圧になると冷暖房能力が低下します。
海外の高地試験所でトラブルが多発しています。スペイ
ンの CEIS は海抜 650m で気圧が 940hPa､ インドネシ
アの B4T は 800m で気圧が 924hPa､ 台風並みの気圧で、
これぐらいになると能力の影響が結構大きくなるようで
す。日空研は 86m で気圧が 1,003hPa で問題はないと思
います。
　わが国でも超大型台風、爆弾低気圧が頻発しています
ので、検定では“± 20hPa 以内で測定するというルー
ルにし JIS に織り込めば、日空研さんも年間３割ほど
試験をしなくても良い日が出てくるのではないか（笑）、
そうすれば省エネにも役立つと思っています。
　測定能力の高地補正（大気圧補正）の研究評価という
ことでは、ASHRAE 16-1983 版に高地補正が記載され
ています。10hPa で 0.24% 低下する。片岡さん（ダイ
キン工業株式会社）がシミュレーションをされて EN 規
格へ提案された数値もだいたい同じで 100hPa で３％。
冷房が 3.1％、暖房で 3.2％
下がるということで、こ
れ を 補 正 し ま し ょ う と、
2010 年８月ごろ提案され
たと思います。
　ただ、これもデータがな
いとなかなか相手も信用し
てくれないので、これも日
空研さんに提案しているの
ですが、爆弾低気圧や台風
が来たときにデータを取り
続けて、その結果を学会や
ISO に提案されたら良いと
思います。ただ、沖縄付近
は 920hPa でも日空研さん
に着く頃には 970hPa ぐら
いに気圧が上がってしまい
能力低下は１％ぐらい、な
かなか計測してデータが得
られるかどうかは難しいと
思います。ただ、私として
は、これは日空研さんの研
究のテーマとしては面白い
と思っています。

　ANSI/ASHRAE 37 にも、同じ数値で高地補正が記載
されています。米国暖房冷凍空調学会（ASHRAE）や
米国冷凍空調暖房工業会（AHRI）の規格をみると、だ
れも大気圧などを考えなかったようなときに、きちっと
規格に織り込んでいるところがさすがだなぁと思いま
す。

(4)	 ダクト形機器の風量測定における機外静圧評価基準
の確立

　４番目にダクト形機器の風量測定における機外静圧評
価基準の確立ですが、今回ダクトとマルチの試験規格の
JIS にこの基準が２つ入りました。
　一つは日本から提案したダンパ方式で、機外静圧をダ
ンパで合わせる方式。もう一つは AHRI でやっているダ
ンパを使わずノズルの前の機外静圧を調整するというや
り方です。日本のダンパ方式は日空研さんに聞いても調
整に結構ご苦労していて１時間ぐらいかかると言ってい
ましたが、それに反して AHRI の考え方は、ノズル前
の一点だけの機外静圧を調節するだけなので非常に簡単

我が国を代表するISO 17025 エアコン試験所としての計測技術の進化

１）最小能力の不確かさを最小化する期間エネルギー効率の評価技術開発による
温暖化防止エアコン開発への支援

２）計測の省力化への貢献 ⇒ 湿球温度計と同等の不確かさをもつ新型露点温度計の開発
湿球温度計から高精度露点温度計への転換による省力。

３）大気圧のエアコン性能への影響評価とISOへの提案⇒ 低気圧になると冷暖房能力が低下
・海外の高地試験所でトラブル多発

（参考 CEIS (ｽﾍﾟｲﾝ) 650m/940hPa､ B4T(ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ) 800m/924hPa､(日空研) 86m/1003hPa)

・わが国でも超大型台風、爆弾低気圧が頻発 ⇒ 検定では“±20 hPa以内で測定する？”

４）ダクト形機器の風量測定における機外静圧評価基準の確立

５）TCグリッドの不確かさ評価 ⇒ Pt 温度計並みの不確かさの確保

計測技術課題に対する（日空研）への期待 その１

１. 高精度露点温度計

・EN 14511- 3 : 2011での不確かさ要求
wet bulb  0.3 K ⇒ 0.4 K に変更 。 暖房 H 3 条件（室外－7℃）での露点温度計測上 の問題 ？

and/or Cetiat における温湿度多点計測による不確かさup 対応？

　　   図３　計測技術課題に対する（日空研）への期待 　その１  
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だと思います。ただ、問題はあるようで、ダンパ方式（ダ
ンパ調整法）も排気ファンでノズル前の機外制圧を合わ
せる方式も、風量を合わせるとき圧縮機を動かさないで
定格風量に合わせ、そのあと冷暖房運転に入るのですが、
その場面で２つの方法でデータに違いが出るようです。
ダンパ方式と排気ファン方式とどう影響するのか、検討
が必要かと思います。まだ日空研さんはダクトについて
は試験されていないので、早めに検討を始めたほうが良
いと思います。海外から日空研さんに試験依頼があった
とき、２つあるとユーザーが方式を選べます。２つの方
式で冷房と暖房でどう変わるか調べられたら良いと思い
ます。

(5)	 TC グリッドの不確かさ評価
　５番目に TC グリッドの不確か
さ評価です。TC グリッドは、パッ
ケージエアコンの暖房低温能力の
ときに使われています。ISO 案
は TC グリッドを使えない式でし
たが、理由をつけて JIS 規格で
は TC グリッドを使えるようにな
りました。TC グリッドは温度差
を測定するものですので、吸い込
み温度の不確かさ 0.2K に、出口
温度が加わると、温度差の不確か
さは 0.3K ぐらいになると思いま
すが、TC グリッドは一般的には
精度が悪いものと考えられていま
すが、TC グリッドでもきちんと
不確かさが出るように一工夫した
ら良いと思います。JAB はあま

り細かいことは言いませんで、TC グリッドから求める
能力と今まで使っていた Pt センサーから求める能力の
差を２％以内であれば OK として、そのまま通っていま
す。判定基準 97％の２％といえば非常に大きい。
　私はデータを扱ったことがないので１％が良いのか
0.5％が良いのか分かりませんが、JIS の許容差が非常
に小さくなっています。パッケージエアコンの JIS では
能力の判定基準が 95％から 97％になっています。JIS 
の許容差を小さくする以上は、計測の不確かさも小さく
したほうが良いと思います。
　先ほど“不確かさはいい加減なものだ”と言いました
が（笑）、さらに小さくするにはそれなりの技術がいる
と思います。

５．おわりに

　長年やってきた OB の権利として、おせっかいなこと
を言わせていただきました（笑）。
　30 年以上やってきましたが、計測の世界もやってみ
ると、なかなか面白い部分がたくさんありました。観音
さん、大島部長、日空研の竹内専務をはじめ皆さんには
大変お世話になりました。本当にありがとうございまし
た。

特別編

２．測定能力の高地補正（大気圧補正）の研究評価

・ ASHRAE16-1983 5.1.3 で高地補正を記載。⇒ 10hPaで0.24%低下する。
（D社 片岡氏のEN規格への提案数値 ⇒ 10 hPaで+0.3 %補正する。 2010.8.06 文書）

・ANSI/ASHRAE 37-1978 12.1.6 でも、同じ数値で高地補正を記載。
12.1.6  Capacities may be increased 0.8% for each inch【3.5kPa】of barometic reading

below 29.92 in.Hg【101kPa】at  which the tests were conducted.

・最近のASHRAE16 では削除されているが、再検討必要。

計測技術課題に対する（日空研）への期待 その２

　　　図４　計測技術課題に対する（日空研）への期待　その２

写真２　講演する神山氏２



新会員紹介

海立ハイテックジャパン 株式会社 （賛助会員）

（2014 年 10 月入会）
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会社概要

会 社 名 海立ハイテックジャパン株式会社
Highly high tech Japan Co., Ltd

代 表 者 沈建芳（チン・ケンホウ）、
印国栄（イン・コクエイ）

設　　立 2013 年 12 月３日
資 本 金 7,500 万円
従業員数 ３人
本　　社 千葉県千葉市美浜区中瀬二丁目 6-1

WBG マリブイースト 21 階
工　　場 中国：４カ所、インド：１カ所
海外拠点 海立集団グループ会社

URL http://www.highly-hhjc.co.jp

事業分野または事業内容

	 ●	電子・電機制御技術の開発　　　
	●	冷凍システムコンプレッサーの輸出入および販売　                
	●	ヒートポンプ販売         
	●	空調・冷凍冷蔵関連製品およびこれらの設備装置の

輸出入および販売  ほか　　 

取り扱い製品

	●	各種冷媒対応ロータリー圧縮機　　　
	●	DC インバーター圧縮機　                
	●	ヒートポンプ         
	●	インバーター制御技術

ごあいさつ

　中国エアコン市場で、年間 2000 万台のロータリー圧
縮機の実績を持っている海立集団の日本ブランチです。
日本への圧縮機拡販、日本からのあらゆる部品調達を
行ってまいります。
　弊社は、新しい時代の要求に応じて、グリーン環境、
省エネ、便利化、安心な製品を開発し、重要なことは省
エネ技術と認識しています。省エネ技術が実現すれば、
環境、汚染、安全、水準も理想的なレベルになります。
そのために努力いたします。
　また弊社は社員一人ひとりが創造力、好奇心、向上心
を持って、多様化する企業・消費者のニ－ズに対応し、
先進的な技術を開発、夢を実現する現場を作り、人類の
ために、より良い製品を創出していくことを目標とし、

「社員、お客さまとともに進化・成長できる企業」を実
現するように努力いたします。

　是非とも皆さまから温かいご協力・ご支援・ご指導を
賜りますようお願い申し上げます。

＜所在地＞

お客さまのご要望に対応で
きるよう各冷媒に使用でき
る圧縮機を提供します
（0.5HP ～ 12HP）

　圧縮機製造自動化ライン JR 武蔵野線、JR 京葉線　海浜幕張駅南口　徒歩２分

WBG マリブイースト 21 Ｆ
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チルベンタ 2014　参加報告
―HVAC&R と神戸シンポを PR

　チルベンタ（CHILLVENTA）は２年に１度、ニュ
ルンベルク（ドイツ：バイエルン州）で開催され
る冷凍・空調機器、ヒートポンプの国際展示会で
す。工業会では２年前の 2012 年より、HVAC&R 
JAPAN のブースを設置して PR を行っています。
今回も 10 月 13 日～ 16 日の会期で開催された同展
示会に参加しましたので、概略報告します。

１．チルベンタ 2014 開催実績概要（写真１）

　主催者のニュルンベルク・メッセの発表によると、チ
ルベンタ 2014 の開催実績は、
	●	展示面積　：６万 6,400m2（６万 4,608m2）
	●	全出展社数： 984 社（914 社）

うちドイツ以外の出展社数：662 社（596 社）
	●	来場者数　：３万 585 人（２万 8,462 人）

うち海外からの来場者数：１万 7,189 人（１万 5,799 人）
　※（　）内は前回実績

となっており、冷凍空調に特化している国際色豊かな見
本市で、講演会も開催されている。来場者の 49％が冷

凍関連会社（Refrigeration company）で、次に多い空調
会社（Air Conditioning company）は 16％と冷凍関係メー
カーが中心の欧州の産業構造を表している。
 

写真１　チルベンタの講演

写真２　ダイキン工業のブース 写真３　三菱電機のブース 写真４　鷺宮製作所のブース
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２．日系メーカーの参加状況（写真２、３、４、５）

　大きく７つのホールに分かれている展示ホールのう
ち、空調関連のホールはホール７のみとなっており、こ
のホールにダイキンヨーロッパ社や三菱電機ドイツ支
店、パナソニック株式会社、株式会社富士通などの日系
空調メーカーの大規模な出展が目立っていた。
　また、部品関連は冷凍関連のホールで、株式会社鷺宮
製作所（以下、鷺宮製作所）、株式会社不二工機（以下、
不二工機）、株式会社前川製作所が中規模ブースで出展
していた。
　中でも鷺宮製作所と不二工機は自社ブランドでの出展
は初とのことであり、日本からの出張者も多く、欧州へ
の関心が高い様子がうかがえる。

３．工業会ブースの状況（写真６）

　工業会ブースはホール７の北東角に３m ×４m 程度の
一小間で出展。主目的はチルベンタ出展企業や来場者へ
の HVAC ＆ R JAPAN 2016 の PR 活動であるが、併せ
て本年 11 月に神戸で開催された「環境と新冷媒 国際シ
ンポジウム」の PR も行った。
　今回は、空調機器性能評価試験の国際標準化を目指す
一般財団法人 日本空調冷凍研究所（日空研）の活動概
要の紹介パネルも設置。ホールの隅に位置する小さな
ブースではあったが、目の前がビールや軽食などを提供
するレストランであったため、それなりの来客はあった
ものの、実際に説明を求められたり、名刺交換まで至る
ケースは少なく、３日間合計の訪問者は 40 人程度であっ
た。

　また、同行した HVAC&R JAPAN 2016 の運営委託会
社である株式会社 ICS コベンションデザインの担当者
と通訳の方（ドイツ在住の日本人）で、各ブースを訪問
して出展セールスを行い、ドイツ系、イタリア企業など、
合わせて 20 社程度へ HVAC&R JAPAN の PR を行った。

４．VIP ミーティング

　チルベンタへの工業会ブースの出展は、今回で２
回目となる。今年１月に東京で開催された HVAC&R 
JAPAN 2014 では、ニュルンベルク・メッセがブース
を設置してチルベンタへの出展、来場勧誘を行うなど、
相互 PR を実施しているが、その効果や今後の協力関係
の確認の目的で、双方幹部のミーティングを会場に隣接
する会議棟の一室で行った。工業会からは本郷会長、岡
田専務理事、木村、および日空研の竹内専務理事、平
田部長の計５人が出席。先方出席者はニュルンベルク・
メッセ取締役リチャード・クローザ（Richard Krowza）
氏、同ヴォルフガング・クランツ（Wolfgang Kranz）
氏、展示会ディレクターアレキサンダー・シュタイン

（Alexander Stein）氏、ドイツ冷凍空調協会理事ライ
ナー・ヤコブス（Rainer Jakobs）工学博士の４人であっ
た。

５．所感

　製品の展示や技術誇示が中心の日本の展示会とは全く
雰囲気が異なり、完全にミーティングが中心の、人と人
との出会いの場の提供といった、まさに見本市の原点と
感じた。本来の目的である展示会出展の勧誘については、

巨大な中国市場の向こうにある日
本は遠いと感じている人が多く、
こちらが欧州市場に対して思って
いるほど、日本に魅力を感じてい
る人は少ないことを改めて実感。
　今後の日本における展示会のあ
り方としては、海外出展社増をや
みくもに狙うのではなく、グロー
バルな情報発信を強化するため
に、海外来場者増に向けた地道な
PR に注力することも一つの方策
ではないかと感じた。

（報告：総務部　木村　俊）写真５　不二工機のブース 写真６　工業会のブース
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欧州の冷凍空調産業界 HFO への移行を準備 
F ガス規制への対応を急ぐ

　F ガス規制による HFC 削減の影響は多くの人が想定
しているよりも早く現れる。欧州の冷凍空調産業界は低
GWP 冷媒へ直ぐ移行できる計画を作る必要がある。こ
れが 10 月に開催された欧州最大の国際展示会チルベン
タに出展した企業からのメッセージである。
　冷媒メーカーは、HFO 割当量削減の影響は 2017 年に
直ぐ現れるので、R404A のような高 GWP 冷媒からの
移行計画の立案が重要であると警告している。また必要
な GWP の削減を新規設置だけでユーザーは達成できな
いので、既設機器の冷媒を低 GWP 冷媒に変更するレト
ロフィットが必要と強調している。
　機器メーカーは、HFO 混合冷媒の試験結果は良好
なので、ドロップインによる冷媒交換は可能と明るい
ニュースを発表している。
　デュポン欧州事業部のジョン・マクメナミンマネー
ジャーは「決定は急がれる。2017 年と 2018 年、またそ
れ以降で要求される HFC の削減をクリアするためには
既設の機器の大部分を低 GWP 冷媒にレトロフィットし
なければならない。低 GWP 冷媒に対する市場ニーズは
極めて大きく重要である」と述べている。
　「2017 年になると直ぐ産業界は影響を実感するであ
ろう」と同氏は言う。現在輸入機にプリチャージされ
ている CO2 換算 1700 万トンの冷媒もその日から既存の
キャップの下に入らなければならない。2017 年から全
てのプリチャージされた輸入機は、割り当て数量の保有
者から割り当て枠を購入しなければならない。
　圧縮機メーカーは、近い将来の解決策は HFO 混合冷
媒であると考えている。特別な訓練をしなくても、現在
の技術で充てんやレトロフィットができる。
　ビッツアーの最高技術責任者であるライナー・グロッ
セラハト氏は「スーパーマーケットでの HFO のフィー
ルドテストでは、効率も互換性も良好であった。われわ
れは５年前から HFO のテストを実施しているが、特に
問題となるものはなかった。実際に使用するのは容易で
あり、中温用やチラーに適用でき、R134a のドロップイ
ンになる」と述べている。
　HFO 混合冷媒はいつ市場に供給されるのかというこ
とが、チルベンタでの関心の的であった。

〔RAC, November 2014〕　

ハネウェルとデュポンの HFO 開発計画 
欧州国際展示会チルベンタで発表

　ハネウェルは展示会でトレーンとのパートナーシップ
を発表した。トレーンのターボ冷凍機に、ハネウェルは
冷媒 HFO1233zd を供給する。この冷媒のメリットの一
つは不燃性ということである。
　ハネウェルのフロン製品グローバル事業のジョージ・
アウトサフテス役員は「HFO1233zd の魅力は、実現可
能な解としてすでに市場に存在していることである。エ
ネルギー効率はこれまでのものと比較して少なくとも同
等であり、さらに上回るものを目指している」と述べた。
　ハネウェルは３種類の HFO ブレンドの商業化を進め
ている。N40 と N13 は順に R404A と R134a の代替で
ある。また L41 は R410タイプの代替である。始めの２
つは今後２、３年後に発売の予定となっている。
　デュポンは R1234yf の商業生産設備の稼働を日本と
中国で行っており、またターボ冷凍機で使用する R123
の HFO による代替である R1336mzz のプラントも稼働
を開始している。商業生産の対応は 2016 年末からになる。
　展示会では定置冷凍用として XP10 と XP40、輸送冷
凍用として XP44 を発表した。XP10 すなわち R513A
は R134a の代替であり、GWP は 56% 低く 629 となっ
ている。XP40 すなわち R449A は R404A の代替であり、
GWP は 64% 削減して 1397 となっている。XP44 すな
わち R452A は輸送冷凍用で R404A の代替である。

〔RAC, November 2014〕　

デュポン HFO1336mzz のフル生産を準備 
2016 年後半から供給開始

　デュポンが HFO1336mzz をフル生産する計画を発表
した。新たな発泡剤および冷媒として、GWP の削減と
エネルギー効率の向上という市場ニーズに対応する。
　同社はこれまで HFO1336mzz の小規模な商業生産
を 2014 年末から行うと発表していたが、中国のプラ
ントでフルスケールでの商業生産を 2016 年の後半か
ら可能にするとした。デュポン化学品・フロロ製品事
業のティエリー・バンランカー社長は「われわれは
HFO1336mzz の最初の供給メーカーになる。市場の拡
大に沿ってさらに投資をしていく」と語っている。

〔RAC, October 2014〕
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米国 Wi-Fi サーモスタットが市場を席巻

　サーモスタットが室温
を制御する装置であると
いうのは昔の話になりつ
つある。多くの製造業者
はサーモスタットにより消
費者の好むオプションを
提供しようとしている。ハネウェルの製品市場スペシャリス
トのマイク・ブルース氏は「ハネウェルの新製品Wi-Fiスマー
トサーモは簡単にクラウドに接続でき、音声での操作が可
能となっている。音声による機器の操作は自然なもので、
これからも継続して開発していく」と述べている。

〔Air Conditioning, Heating and Refrigeration News 
September 22, 2014〕
　
急伸する中国の空気清浄機市場

　中国では工業化の伸展に伴い大気汚染が深刻な状況と
なっているが、これにより空気清浄機産業が急速に発達
している。2011 年から 2013 年までのわずか３年間で、
空気清浄機はヘルスケア家電の一つとして必須のものと

なった。中国における
空気清浄機の 2014 年
１月から３月までの販
売台数は前年同期比で
88% の増加となった。
販売は今後３年間も同
様の高い伸びを維持
し、市場規模は 200 億
元（4,000 億円）に達
すると見込まれる。
〔JARN, October 25 
2014〕

中国 “ エネルギー効率トップランナー ” への 
補助金プログラムを施行

　１年間のブランクの後、中国では家電製品のエネルギー
効率のトップランナーへの補助金プランの詳細が明らか
になった。国家発展改革委員会からの告知によると、こ
れまでのエネルギー節減補助金は、空調機および冷蔵庫
のトップランナーへの補助金プログラムに代替される。

プログラムに含まれる製品の小売価格は下がる見込み。
補助金の開始は今年第４四半期からと期待されている。
　トップランナープログラムの補助金はこれまでのもの
と異なり、それぞれの分野で最も効率の高い製品に与え
られる。製造業者は自らの製品への補助金を申請し、評
価の後に承認される。

〔JARN, October 25 2014〕

アジアの空調機の市場レビュー（2014 年前半）

■中国
　高効率エアコンの販売を促進する国の制度が 2013 年
５月で終了したことにより、グレードⅢ（効率の３段階
区分で最も低いもの）はコストパーフォーマンスが良い
ことから売れ筋となっている。
　政府の補助金制度により2013 年５月までは効率の高いグ
レードⅠとⅡが販売のほぼ半分を占めていたが、制度が終了
した１年後には 40% まで低下した。例えばグレードⅡの非イ
ンバーター壁掛型エアコンの販売シェアは 2013 冷年（2012
年８月～ 2013 年７月）の 68% から 2013 冷年は 25% まで
下がった。インバータエアコンの比率は上がっている。2014
冷年は年率６% 増加して 58% となった。床置型インバータ
エアコンの平均価格は 2014 冷年に 3.2% 上昇している。
■インド
　エアコンの一般
的 な 冷 媒 は R22
であり、R410A ま
た は R32 の シ ェ
ア は わ ず か に ５
～ 10% で あ る。
インバーターの比
率は約８% まで上
がっている。エネ
ルギー効率局（BEE）が定めた分離型エアコンの 2014
年１月から 2015 年 12 月までの効率のレーティングは
表１のようにの５段階になっている。
■インドネシア
　エアコンの需要は高く 2014 年の販売台数は 300 万台と
予測されている。電気料金が上がろうとしているため高効
率エアコンに対するニーズも増加している。さらに 2014
年 4 月から施行されたインドネシア国家標準（SNI）を遵
守するためにより効率の高いエアコンが要求されている。

〔JARN, September 25 2014〕
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2011 2012 2013
Source: China Market Monitor

（出展：中国市場モニター）

[Milliom Units]
（百万ユニット）

Sales Volume of Air Purifiers in China
（中国の空気清浄機の販売台数）

グラフ１　空気清浄機の販売台数

表１　分離型エアコンの効率区分
（2014 － 2015）

エネルギー効率 EER （Watt/Watt）
スター・レベル 最低 最高

1 2.7 2.8
2 2.9 3.09
3 3.1 3.29
4 3.3 3.49
5 3.5 －
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■産業界は今後 10 年間で 50 億ドルの投資を表明
　米国の冷凍空調産業の団体、製造業者、エンドユー
ザー、および冷媒メーカーの幹部が、HFC の段階的削
減の支持と自主的な約束を表明するために、ホワイトハ
ウスの高官と９月 16 日に会合を持った。政府側からは
米国エネルギー省（DOE）アーネスト・モニッツ長官、
米国環境保護局（EPA）ジーナ・マッカーシー長官、
国務省トッド・スターン気候変動特別特使ほかが出席した。
　一堂に会した冷凍空調産業のリーダーと政府高官（９
月 16日）会合で米国冷凍空調暖房工業会（AHRI）のス
ティーブ・ユーレクCEOが、政府に目標の設定と産業
界との協同を要請し、HFCの段階的削減を行うために新
たな冷媒と空調機の研究開発費として産業界は今後 10
年間で 50億ドル（約 6,000 億円）支出することを表明した。
　「われわれは政府に２つのことをお願いしたい。一つ
は DOE と EPA の施策の整合であり、効率の規制と冷
媒については両省で工程表の整合を図ってもらいたい。
二つ目は政府にわれわれが支持できるような世界的な目
標を設定してもらいたい。これにより産業界はイノベー
ションをスタートさせ、要求を達成することができる」
とユーレク CEO は述べた。また大気浄化法 608 条によ
る HFCの放出禁止の強化も EPAに要請した。

■グローバルな HFC の段階的削減
　「われわれの冷凍空調産業は数年間にわたって市場を
ベースとしたグローバルなHFCの段階的削減を行ってき
た。米国では連邦議会による法制化の見込みがないので、
われわれは自主削減目標を設定することにした」とダン
フォスのロバート・ウィルキンス副社長が発言し「HFCの
３分の２は既存機器のサービス用に使用されており、HFC

の排出を削減するためにはこれに着目すべきだ」と述べた。
“責任ある大気方針についての同盟”の代表は 2050 年ま
でに 80%削減することを表明し、「これがわれわれが政府
に要請しているゴールだ」とユーレクCEOは述べた。

■規則と標準のタスクフォース
　パウエル氏は次のように付け加えている。
　会合においてダンフォスのウィルキンス副社長は「現在
実施中の“規則と標準のタスクフォース”を促進する。こ
れにより低GWP冷媒の採用を加速するロードマップを明ら
かにすることができる」と述べた。また「米国においては低
GWP冷媒を広範囲に採用するのに、州と地域における消防
とビルの規則が主要な障害になっている。これらの規則は可
燃性および穏やかな可燃性冷媒でさえも、またエアロゾルの
スプレー缶よりも少ない量でも使用を禁止している。これら
の規則は数百、数千という条例により地域ごとに制定されて
いるので、変更するのは難しく障害になっている」と説明した。

■産業界からの約束
　冷凍空調産業界の会員からは次のコミットメントが表
明された。
	●	キヤリア
　海上レフユニットと食品店舗用冷蔵庫における CO2
冷媒の経験を生かして、陸上レフユニットの冷媒を
2020 年までに HFCフリーとする。 
	●	エマーソン・クライメート・テクノロジー
　圧縮機の製品ラインアップには３種類の非可燃性低
GWP冷媒を採用する。
	●	グッドマン
　EPAおよび関係者との共同作業によりエアコンとヒー
トポンプについてすべて製品ラインを低GWP冷媒とする。
	●	ハネウエル
　高 GWP HFC 製品の主要な部分を低 GWP に移行す
る。これにより 2020 年以前に CO2 換算ベースでほぼ
50% の削減とする。
	●	ジョンソン・コントロール
　今後３年間で 5,000 万ドル投資して新製品を開発し低
GWP製品のラインアップを拡大する。
（出典　RAC August 2014）

米国冷凍空調産業界と政府がHFC 削減で行動



調査報告

2014 年７～９月期の冷凍空調機器実績［工業会調査］

　工業会では、四半期ごとに会員を対象にした冷凍
空調機器の出荷状況をまとめ発表していますが、こ
のほど 2014 年７月～９月の実績がまとまりました
のでご紹介します。　
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＜輸出の推移＞

（月期）
（年度）

ルームエアコン

業務用エアコン

ガスエンジンヒートポンプ
エアコン

Ⅰ　国内出荷
  

（単位：台数＝台、前年比＝％）
台数 前年比

ルームエアコン 2,501,384 84.8 
家庭用ヒートポンプ給湯機 101,874.0 92.5 
パッケージエアコン 237,441 98.8 
ガスエンジンヒートポンプエアコン 8,370 109.2 
　（冷房能力総 kW） 438,640 113.5 
チリングユニット 2,969 96.4 
　水冷式冷房専用 840 152.7 
　空冷式冷房専用 1,415 109.3 
　空冷ヒートポンプ 714 57.8 
ファンコイルユニット 22,564 106.7 
エアハンドリングユニット 4,492 111.1 
全熱交換器 35,328 67.0 
　業務用 34,932 109.0 
　設備用 396 82.8 
冷凍・冷蔵ショーケース 98,184 137.5 
　内蔵ショーケース 54,227 129.8 
　　冷凍用 21,260 139.6 
　　冷蔵用 32,691 123.8 
　　冷水用 276 189.0 
　別置ショーケース 43,957 148.3 
　　冷凍用 4,922 98.5 
　　冷蔵用 39035.0 158.4 
冷凍冷蔵ユニット 8826.0 85.3 
コンデンシングユニット 22748.0 94.0 
　密閉形 10,613 102.4 
　半密閉形 12,135 87.8 

 

Ⅱ　輸出

（単位：台数＝台、前年比＝％）
　 台数 前年比
ルームエアコン 18,563 96.6 
業務用エアコン 50,666 96.0 
ガスエンジンヒートポンプエアコン 682 107.7 
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◆冷凍空調機器実績総括（１）
（単位：金額＝ 10 億円、前年同月比＝％）

冷凍空調機器合計 冷凍空調用圧縮機合計
生産金額 前年同月比 輸出金額 前年同月比 輸入金額 前年同月比 生産金額 前年同月比 輸出金額 前年同月比 輸入金額 前年同月比

2012 暦 年 1,859 104.0 321 87.5 287 103.7 324 99.9 143 88.9 25 103.3
2013 〃 1,869 100.6 344 107.2 350 122.3 325 100.4 155 109.9 31 122.3
2012 会 計 年 度 1,778 99.7 324 90.2 296 108.6 319 97.9 146 93.8 24 100.1
2013 〃 1,925 103.6 347 108.3 340 115.0 329 101.6 154 108.4 31 128.6

2013 年 10 ～ 12 月 462 109.3 87 117.2 70 131.4 84 112.1 40 111.7 8 141.7
2014 年 1 ～ 3 月 483 108.2 91 105.0 54 97.6 80 98.9 38 104.3 5 91.5

4 ～ 6 月 547 103.8 92 108.3 126 104.7 83 99.1 38 97.9 10 102.4
7 ～ 9 月

2013 年 9 月 137 100.6 30 109.2 21 133.3 27 100.9 13 101.4 2 129.2
10 月 156 104.6 28 120.7 22 133.0 28 104.0 14 120.5 3 144.8
11 月 154 108.3 29 122.9 25 127.7 29 116.6 13 112.3 3 142.0
12 月 152 115.6 30 109.4 23 137.3 27 116.7 13 103.4 2 137.9

2014 年 1 月 150 113.9 26 119.7 32 140.3 26 107.0 11 118.9 3 170.6
2 月 162 112.8 31 103.6 25 140.6 26 100.7 13 100.8 2 156.8
3 月 171 116.1 34 97.1 29 119.5 28 107.4 14 98.0 3 154.1
4 月 176 103.7 33 116.1 35 121.1 28 93.6 14 107.3 3 110.2
5 月 176 102.2 30 109.3 42 97.7 27 94.3 12 94.5 3 111.3
6 月 194 105.5 29 99.9 49 101.1 29 98.6 12 91.6 3 88.5
7 月 193 102.8 29 101.9 43 86.9 30 97.4 13 101.7 3 83.2
8 月 123 98.3 29 114.4 15 56.4 23 88.9 13 116.5 2 77.3
9 月 138 100.8 28 91.9 19 91.3 26 99.4 12 90.3 2 73.6

10 月 157 100.7 29 101.5 18 84.3 27 95.2 13 91.5 2 62.1
11 月

												          

◆冷凍空調機器実績総括（２）
（単位：金額＝ 10 億円、前年同月比＝％）

空気調和関連機器合計 冷凍冷蔵関連機器合計
生産金額 前年同月比 輸出金額 前年同月比 輸入金額 前年同月比 生産金額 前年同月比 輸出金額 前年同月比 輸入金額 前年同月比

2012 暦 年 1,345 103.0 157 90.2 238 104.3 182 120.5 21 65.3 24 98.5
2013 〃 1,361 101.2 160 101.2 291 122.6 175 96.4 30 141.2 28 118.9

2012 会 計 年 度 1,275 98.6 155 90.3 247 110.5 179 115.1 22 71.1 24 99.3
2013 〃 1,406 104.5 163 105.0 282 113.9 182 100.2 29 130.2 27 113.6

2013 年 10 ～ 12 月 334 111.3 40 121.6 54 131.6 42 91.4 7 125.6 8 129.3
2014 年 1 ～ 3 月 355 109.6 46 108.8 44 99.7 45 115.9 7 87.6 5 86.6

4 ～ 6 月 409 117.7 47 120.8 107 103.6 53 109.6 7 98.4 9 123.7
7 ～ 9 月

2013 年 9 月 94 101.6 14 104.8 16 136.7 15 93.9 3 224.2 2 116.7
10 月 112 108.1 12 114.8 16 131.7 16 86.1 3 158.1 3 129.2
11 月 110 110.2 14 128.9 19 124.8 14 85.0 2 163.1 3 136.5
12 月 112 115.8 15 121.0 19 139.4 12 110.0 2 85.0 2 120.9

2014 年 1 月 110 127.1 13 125.9 26 138.4 13 107.8 2 90.7 3 133.3
2 月 120 136.4 15 106.0 21 140.9 15 129.8 3 103.5 2 122.8
3 月 125 131.9 17 100.7 23 114.7 17 122.9 2 74.1 3 141.4
4 月 130 122.1 17 130.9 29 122.1 17 127.6 2 86.3 3 124.1
5 月 132 115.5 16 124.3 35 95.6 17 109.3 2 107.8 3 110.4
6 月 146 116 14 107.8 43 100.1 19 110.1 3 101.4 3 139.5
7 月 140 110.6 13 103.2 36 85.7 22 121.0 3 96.3 3 107.3 
8 月 85 117 13 113.5 10 47.5 15 99.8 3 108.9 3 112.4
9 月 94 100.3 13 93.9 14 90.3 17 108.8 3 89.9 3 117.6

10 月 112 100.1 14 116.1 13 83.8 18 112.4 2 89.4 3 112.8
11 月

出所：生産金額…経済産業省「機械統計」、輸出金額・輸入金額…財務省「貿易統計」

出所：生産金額…経済産業省「機械統計」、輸出金額・輸入金額…財務省「貿易統計」



出所：一般社団法人 日本冷凍空調工業会
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出所：経済産業省「機械統計」

◆冷凍空調機器分野別販売金額
（単位：金額＝ 10 億円、前年同月比＝％）

輸送機械用エアコン ユニット形エアコン 空調設備用機器 冷凍冷蔵関連機器
販売金額 前年同月比 販売金額 前年同月比 販売金額 前年同月比 販売金額 前年同月比

2012 暦 年 344 114.1 1,030 104.2 83 100.7 189 119.4
2013 〃 329 95.9 1,109 108.1 77 106.8 188 96.3
2012 会 計 年 度 332 101.3 1,034 105.4 83 91.2 187 114.6
2013 〃 333 96.8 1,160 112.6 78 99.9 189 99.9

2013 年 10 ～ 12 月 84 111.5 226 113.1 23 97.0 51 91.4
2014 年 1 ～ 3 月 85 86.5 286 123.4 23 95.7 42 110.4

4 ～ 6 月 80 101.1 313 104.8 17 112.3 54 115.5
7 ～ 9 月

2013 年 9 月 29 111.9 78 105.9 7 85.2 16 97.8
10 月 30 115.5 70 120.3 7 106.2 17 92.8
11 月 28 115.0 88 120.2 7 107.9 17 94.6
12 月 26 111.3 93 120.3 7 91.1 17 115.3

2014 年 1 月 24 92.5 53 128.5 6 96.0 12 117.4
2 月 30 111.1 95 127.0 8 103.3 13 106.4
3 月 31 107.2 108 113.1 9 111.3 16 98.9
4 月 26 101.3 75 122.5 6 102.6 16 117.7
5 月 25 96.1 93 97.7 6 105.3 17 104.2
6 月 29 105.6 144 101.9 6 132 21 124.4
7 月 30 98.1 144 94.6 5 78.8 23 128.7
8 月 21 89.9 88 94.5 6 113.3 17 104.6
9 月 30 101.8 75 95.7 7 104.7 19 114.4

10 月 28 91.9 71 101.5 7 97.2 20 118.2
11 月

◆国内出荷台数
（単位：台数＝千台（GHP のみ台）、前年同月比＝％）

ルームエアコン パッケージエアコン ガスエンジンヒートポンプエアコン（GHP） 家庭用ヒートポンプ給湯機
出荷台数 前年度月比 出荷台数 前年度月比 出荷台数 前年度月比 出荷台数 前年度月比

2012 暦 年 8,487 102.5 784 100.8 27,428 164.8 454.5 87.3
2013 〃 9,013 106.2 804.3 102.6 27,350 99.7 442.2 97.3
2012 会 計 年 度 8,521 102.6 780.1 100.3 27,301 127.2 446.7 89.9
2013 〃 9,423 110.6 834.8 107.0 29,288 107.3 459.5 102.8

2013 年 10 ～ 12 月 1,584 121.7 187.2 113.7 7,972 95.2 115.0 103.7
2014 年 1 ～ 3 月 2,051 125.0 209.6 117.0 7,945 132.3 131.3 115.2

4 ～ 6 月 2,747 96.8 246.8 100.4 6,190 109.1 101.1 98.1
7 ～ 9 月 2,501 84.8 237.4 98.8 8,370 109.2 101.9 92.5

2013 年 9 月 483 100.5 69.2 103.0 1,974 112.2 42.2 97.8 
10 月 352 124.2 61.8 116.7 2,400 89.1 35.6 106.4 
11 月 538 123.6 63.5 112.6 3,291 100.3 38.7 98.7 
12 月 694 119.1 61.9 111.9 2,281 95.2 40.6 106.4 

2014 年 1 月 575 138.7 61.0 119.0 2,333 129.3 35.6 113.3 
2 月 675 140.8 66.1 117.9 2,829 151.0 39.5 112.3 
3 月 801 107.2 82.5 114.9 2,783 119.4 56.2 118.6 
4 月 469 121.0 52.7 107.3 1,679 101.1 34.5 106.1 
5 月 767 90.3 65.8 99.5 2,367 115.1 32.0 98.5
6 月 1,511 94.4 85.3 103.6 2,144 107.7 34.6 90.9
7 月 1,424 83.9 93.6 98.0 2,392 97.6 33.7 91.9
8 月 676 87.7 72.7 96.0 3.447 106.4 28.5 91.1 
9 月 402 83.2 71.2 102.8 2,531 128.2 39.7 94.1

10 月 268 76.3 62.8 101.5 2,712 113.0 32.8 92.1
11 月 342 63.7 59.5 93.6 3,572 108.5 33.8 87.2



会議室 2014 年 10 月・11 月
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2014 年 10 月の会議

＜政策審議会＞
　　▶政策審議会 WG［10/22］

＜一般委員会＞
　【広報委員会】
　　▶広報委員会［10/21］
　【統計調査委員会】
　　▶統計調査委員会［10/28］
　【展示会委員会】
　　▶展示会委員会［10/2］
　　▶展示会委員会・キービジュアル検討 WG［10/2］
　　▶展示会委員会・キービジュアル検討 WG［10/24］
　【空調グローバル委員会】
　　▶空調グローバル委員会［10/8］
　　▶空調グローバル委員会・海外法規制小委員会［10/20］
　【規格委員会】
　　▶規格委員会［10/11］
　【電気安全技術委員会】
　　▶電気安全技術委員会［10/9］
　　▶電気安全技術委員会［10/17］
　【検定制度運営委員会】
　　▶検定制度運営委員会［10/24］
　　▶ルームエアコン検定委員会（副）［10/7］
　　▶ルームエアコン検定委員会・RAC4 試験設備 WG［10/3］
　　▶ルームエアコン検定委員会・RAC4 試験設備 WG［10/23］
　　▶パッケージエアコン検定委員会（副）［10/7］
　　▶家庭用ヒートポンプ給湯機検定委員会［10/15］
　【環境企画委員会】
　　▶環境企画委員会［10/21］
　　▶環境企画委員会・微燃性冷媒安全検討 WG［10/20］
　　▶環境企画委員会・微燃性冷媒安全検討WG・ミニスプリットリスクアセスメントSWG（Ⅱ）［10/1］
　　▶環境企画委員会・微燃性冷媒安全検討WG・GHPマルチリスクアセスメント10/10SWG［10/2］
　　▶環境企画委員会・微燃性冷媒安全検討WG・低温機器リスクアセスメントSWG［10/10］
　　▶冷媒関連国際規格提案検討 WG［10/15］
　【温暖化対応委員会】
　　▶温暖化対応委員会・低温機器冷媒転換動向調査WG・別置CO2 SWG［10/7］

＜製品委員会＞
　【車両用エアコン委員会】
　　▶車両用エアコン委員会［10/3］
　【家庭用エアコン委員会】
　　▶家庭用エアコン企画専門委員会・同技術専門委員会合同会議［10/22］
　　▶家庭用エアコン企画専門委員会・ヒートポンプ温水床暖房システム分科会［10/15］
　　▶家庭用エアコン技術専門委員会［10/22］
　【業務用エアコン委員会】
　　▶業務用エアコン企画専門委員会［10/16］
　　▶パッケージエアコン技術専門委員会［10/10］
　　▶パッケージエアコン技術専門委員会・JRA GL-13 対応分科会［10/9］
　　▶蓄熱空調専門委員会［10/24］
　【ヒートポンプ給湯機委員会】
　　▶家庭用ヒートポンプ給湯機企画専門委員会［10/28］
　　▶家庭用ヒートポンプ給湯機技術専門委員会・多機能給湯機規格検討WG［10/10］
　　▶家庭用ヒートポンプ給湯機企画専門委員会・普及啓発 WG［10/20］
　　▶家庭用ヒートポンプ給湯機企画専門委員会・普及啓発 WG［10/28］
　　▶家庭用ヒートポンプ給湯機技術専門委員会［10/29］
　　▶家庭用ヒートポンプ給湯機技術専門委員会・ガイドライン化対応WG［10/21］
　　▶業務用ヒートポンプ給湯機連絡会［10/23］
　　▶業務用ヒートポンプ給湯機連絡会・PR パンフ検討 WG［10/8］
　　▶業務用ヒートポンプ給湯機技術分科会［10/9］
　【GHP 委員会】
　　▶GHP 委員会・JIS 原案作成分科会［10/15］
　【大形冷凍機委員会】
　　▶大形冷凍機委員会［10/21］
　　▶吸収式冷凍機技術専門委員会［10/15］
　　▶吸収式冷凍機技術専門委員会／ターボ冷凍機技術専門委員会／吸収式冷凍機技術専門委員会・水質ガイドライン検討分科会合同会議［10/15］
　【全熱交換器委員会】
　　▶全熱交換器委員会［10/24］
　　▶全熱交換器委員会・JIS 改正検討 WG［10/8］
　【空調器委員会】
　　▶空調器委員会［10/9］
　【輸送用冷凍ユニット委員会】
　　▶輸送用冷凍ユニット委員会［10/16］
　　▶輸送用冷凍ユニット技術専門委員会［10/24］
　　▶日本自動車車体工業会バン部会・輸送用冷凍ユニット技術専門委員会合同意見交換会［10/24］
　【業務用冷機応用製品委員会】
　　▶業務用冷機応用製品委員会［10/16］
　【ショーケース委員会】
　　▶ショーケース技術専門委員会［10/15］
　　▶ショーケース技術専門委員会・冷機関連規格基準検討分科会／電気冷水機JIS分科会合同会議［10/17］
　【小形冷凍機委員会】

　　▶中小形圧縮機技術専門委員会［10/15］
　【スクリュー技術専門委員会委員会】
　　▶スクリューコンデンシング分科会［10/20］
　【大形低温施設委員会】
　　▶大形低温施設委員会［10/16］

2014 年 11 月の会議

＜政策審議会＞
　　▶政策審議会［11/28］
　　▶政策審議会 WG［11/28］

＜一般委員会＞
　【総務委員会】
　　▶総務委員会［11/17］
　【広報委員会】
　　▶広報委員会［11/12］
　　▶入門書「冷凍と空調の基礎知識」編集委員会［11/4］
　【展示会委員会】
　　▶展示会委員会［11/26］
　【欧州空調委員会】
　　▶欧州空調正委員会［11/12］
　　▶欧州空調副委員会［11/28］
　【検定制度運営委員会】
　　▶パッケージエアコン検定委員会［11/7］
　　▶家庭用ヒートポンプ給湯機検定委員会［11/5］
　　▶GHP 検定委員会［11/14］
　【環境企画委員会】
　　▶環境企画委員会・微燃性冷媒安全検討WG・ミニスプリットリスクアセスメントSWG（Ⅰ）［11/14］
　　▶環境企画委員会・微燃性冷媒安全検討WG・ミニスプリットリスクアセスメントSWG（Ⅱ）［11/4］
　　▶環境企画委員会・微燃性冷媒安全検討WG・低温機器リスクアセスメントSWG［11/11］
　　▶環境企画委員会・微燃性冷媒用ポートに関する検討会［］
　　▶冷媒関連国際規格提案検討 WG［11/11］
　【温暖化対応委員会】
　　▶温暖化対応委員会・低温機器冷媒転換動向調査WG・別置CO2 SWG［11/12］

＜製品委員会＞
　【車両用エアコン委員会】
　　▶車両用エアコン委員会・冷媒・燃費動向調査 WG［11/7］
　【家庭用エアコン委員会】
　　▶家庭用エアコン企画専門委員会［11/26］
　　▶家庭用エアコン企画専門委員会・同技術専門委員会合同会議［11/7］
　　▶家庭用エアコン企画専門委員会・広告表示 WG［11/26］
　　▶家庭用エアコン技術専門委員会［11/19］
　【業務用エアコン委員会】
　　▶パッケージエアコン技術専門委員会［11/17］
　　▶パッケージエアコン技術専門委員会・JRA GL-13 対応分科会［11/7］
　　▶チリングユニット企画専門委員会［11/18］
　　▶チリングユニット技術専門委員会［11/18］
　【ヒートポンプ給湯機委員会】
　　▶家庭用ヒートポンプ給湯機企画専門委員会［11/28］
　　▶家庭用ヒートポンプ給湯機企画専門委員会・普及啓発 WG［11/28］
　　▶家庭用ヒートポンプ給湯機技術専門委員会［11/27］
　　▶家庭用ヒートポンプ給湯機技術専門委員会・サービス WG［11/12］
　　▶家庭用ヒートポンプ給湯機技術専門委員会・関連規格検討 WG［11/27］
　　▶家庭用ヒートポンプ給湯機技術専門委員会・消費者庁対応Q＆A検討会［11/18］
　　▶業務用ヒートポンプ給湯機連絡会・カタログ表示検討 WG［11/11］
　【GHP 委員会】
　　▶GHP 委員会・JIS 原案作成分科会［11/25］
　【大形冷凍機委員会】
　　▶ターボ冷凍機技術専門委員会［11/28］
　【全熱交換器委員会】
　　▶全熱交換器委員会・JIS 改正検討 WG［11/5］
　【空調器委員会】
　　▶空調器委員会［11/21］
　　▶空調器技術専門委員会［11/20］
　【業務用冷機応用製品委員会】
　　▶業務用冷機応用製品委員会［11/17］
　　▶冷機応用製品技術専門委員会［11/20］
　　▶冷機機関連規格基準検討分科会［11/28］
　【ショーケース委員会】
　　▶ショーケース委員［11/21］
　　▶ショーケース技術専門委員会［11/5］
　　▶ショーケース技術専門委員会［11/25］
　【小形冷凍機委員会】
　　▶容積形冷凍機技術専門委員会［11/6］
　【冷媒回収機委員会】
　　▶冷媒回収機委員会［11/12］
　　▶冷媒回収機技術専門委員会［11/12］
　【要素機器委員会】
　　▶要素機器委員会［11/5］
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平成26年度第２回講演会
平成27年（2015年）２月に開催決定‼

2015年
2月24日
場所：機械振興会館

主　催：一般社団法人 日本冷凍空調工業会
後　援：一般社団法人 日本冷凍空調設備工業連合会
　　　　一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構
日　時：平成 27 年（2015 年）２月 24 日（火）
場　所：機械振興会館　研修 -１

工業会では、本年７月に引き続き、平成 26 年度（2014 年度）の第 2 回目の講演会を 2015 年 2 月
24 日（火）に開催します。

講演者は、以下の方々を予定しています。
また、講演内容については、まだ（仮）ではありますが、以下（氏名下）となっています。

　　　　　　①古在豊樹 名誉教授（千葉大学）
　　　　　　　　植物工場の省エネルギー（仮）

　　　　　　②野部達夫 教授（工学院大学）　
　　　　　　　　建築・建築設備から見た空調（機器・システム）最新の課題（仮）

　　　　　　③鷲見昌栄 氏　他１名（アサダ㈱）　
　　　　　　　　微燃性冷媒の検知システム（仮）
　　　　　　　　冷媒再生について（仮）

　　　　　　④未定（ハネウェル・旭硝子㈱）
　　　　　　　　低 GWP 低燃焼性の新冷媒について（仮）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※講演者氏名 50 音順

詳細およびお申し込み方法につきましては、後日、工業会ホームページ上でご案内いたします。
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編集後記
早いもので、2014年ももう数日を残すばかり。
今月は、どこもかしこもクリスマス一色でしたが、それも終わりです。
以前、クリスマスをキリスト教関係の病院で過ごしたことがあります 
（何とも悲しいクリスマス (:_;)）。
看護学校の生徒さんたちのキャンドルサービスがあって、各病室を回り、 
クリスマスキャロルを歌ってくれたんですよ。看護師さんたちは、入院患者
全員にクリスマスカードを送ってくれました。食事も、食事制限のない人
にはチキンが出ました。さすがにケーキは出なかったですけどね ^_^;。 
もちろんキリスト教関係の病院ですから、クリスマスツリーも

いよいよ、これが最後の冊子の発行となりました。e-bookへの移行は時代の流れ･･････とは思い
つつも、紙がなくなるのはちょっとさびしい気がします。これまで紙版を読んでくださっていた 
皆さん、本当にありがとうございました。e-bookもよろしくお願いします。

この１年、皆さんには、いろいろとご迷惑をおかけしつつ、お世話になりました。
ありがとうございました。
どうぞ、良いお年をお迎えくださいませ m(_ _)m

会員向けホームページからのお知らせ
●「JRA 規格」のダウンロードについて 

JRA 規格のすべてについて，概要を紹介。無料でダウンロードすることができます。

会員向けホームページのご案内
●「冷凍と空調」はホームページでもご覧いただけます。
●	会社が一般社団法人日本冷凍空調工業会の正会員または賛助会員の方で，「冷凍と空調」の読者になっておられる方は，簡単な手続きでご

覧いただけるようになります。
●	登録は，一般社団法人日本冷凍空調工業会の会員向けホームページの認証画面にある「登録申込み」をクリックし，必要事項を入力してく

ださい。委員会に参加されていない方は，備考欄に「冷凍と空調読者」と入力してください。
	 　会員向けホームページ
	 　URL　http://www. jraia.or. jp/member/
●「冷凍と空調」読者の方でも，会社が一般社団法人日本冷凍空調工業会の会員になられていない方は登録できませんのでご承知おきください。

「冷凍と空調」の最新号は一般向けホームページでもご覧いただけます！
　 ※ 一般向けホームページでご覧いただけるのは，最新号のみで，バックナンバーはご覧いただけません。また、PDF でのダウンロードと印刷もできません。



直接目にすることはできなくても
確かに示す存在感

新鮮な商品をお届けしようとする心。その理念は、私たちのあらゆる製品、そして私たち社員の胸に強く
刻まれており、広範な製品ラインナップ、世界をリードする高いクオリティ、そして卓越したサービスにも
映し出されています。BITZERは、単なるコンプレッサー以上のものを確実にお届けします。また、BITZER自身、
そしてBITZERの製品が信頼に足る存在であることをお約束いたします。食品の冷凍、オフィスの空調、
血 漿 の冷凍、生 産 設 備 の 温 度 制 御 など、B I T ZER はあらゆる冷凍・空 調アプリケーションで 最 適な
ソリューションをご提供いたします。当社の製品の詳細については以下のHPをご覧ください。www.bitzer.jp

 産業用、冷蔵冷凍空調用圧縮機 
 コンデンシングユニット、圧力容器 
 自然冷媒ユニット開発製造

株式会社ビッツァー・ジャパン
〒560-0082 // 大阪府豊中市新千里東町1-4-2

千里ライフサイエンスセンタービル14F

Tel 06-6873-8555 // Fax 06-6873-8556

今までの防食塗装を凌駕する新塗装

超防食塗装

塩害

硫黄
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冷凍空調は、私たちのくらしのあらゆるところで活躍しています。

■ 地下鉄 東京メトロ日比谷線〔神谷町駅〕より　徒歩約7分
 都営三田線〔御成門駅〕より　徒歩約10分
 都営浅草線〔大門駅〕より　徒歩約12分
 大江戸線赤羽橋駅より　徒歩約10分

■ JR線 〔浜松町駅〕より徒歩約15分

■ バス 〔浜松町～東京タワー〕路線
 〔渋谷～東京タワー〕路線    東京タワー前下車すぐ

〒105-0011  東京都港区芝公園3丁目5番8号  機械振興会館201   TEL :03-3432-1671    FAX :03-3438-0308

至 六本木
for Roppongi

至 麻布十番
for Azabujuban

至 霞ヶ関
for Kasumigaseki

至 内幸町
for Uchisaiwaicho

至 新橋
for Shinbashi

至 品川
for Shinagawa

至 三田
for Mita

世界貿易
センタービル

World Trade 
Center

増上寺
Zojoji Temple

NOAビル
NOA Bldg.

東京タワー
Tokyo Tower

地下鉄 都営三田線
Mita Subway Line

JR
浜

松
町

JR
 H

am
am

at
su

ch
o 

St
.

地下鉄 御成門
Subway Onarimon St.

地下鉄 都営大江戸線
Oedo Subway Line

地下鉄 赤羽橋
Subway
Akabanebashi St.

地
下

鉄
 日

比
谷

線
Hi

bi
ya

 S
ub

w
ay

 L
in

e

地下鉄 神谷町
Subway Kamiyacho St.

地
下

鉄
 都

営
浅

草
線

As
ak

us
a 

Li
ne

地下鉄 大門
Subway Daimon St.

機械振興会館
Kikai Shinko Bldg

東京プリンス
ホテル
Tokyo Prince 
Hotel

オランダ大使館
Netherlands 
Embassy

霊友会
Rei Yu Kai

至 新橋　東京
for Shinbashi  Tokyo

約500m

一般社団法人 日本冷凍空調工業会  The Japan Refrigeration and Air Conditioning  Industory Assosiatoion
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